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ム

準
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勝
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進
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回
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駅
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令
和
時
代
最
初
と
な
る
「
令
和
２
年
阿
南
市
成
人
式
」
が
、
１

月
12
日
に
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
該
当
者
８
２
１

人
の
う
ち
６
５
９
人
（
男
３
３
９
人
、女
３
２
０
人
）
が
出
席
し
、

大
人
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
表
原
市
長
は
、「
令
和
時
代
を
、
夢
を
追
い
力
強
く
歩

ん
で
ほ
し
い
」
と
激
励
。
新
成
人
を
代
表
し
て
杉
本
佳
央
理
さ
ん

（
中
大
野
町
）
が
、「
阿
南
市
を
今
ま
で
以
上
に
魅
力
的
な
ま
ち
に

す
る
た
め
貢
献
し
た
い
。
今
日
、
決
意
し
た
気
持
ち
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
努
力
し
続
け
る
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

令
和
に
は
ば
た
け

新
成
人

二
十
歳
の
想
い

令
和
２
年
阿
南
市
成
人
式

大谷　雅紀さん
（津乃峰町）

みんなから尊敬される
大人になる

西平まなかさん
（学原町）

すてきなお嫁さん
になる

西條　賢人さん
（福井町）

みんなを笑顔に
できる人になる

濵渦　愛子さん
（内原町）

今まで以上に成長し
活躍していきたい！

武田莉加子さん
（椿町）

外見だけでなく、性格も
「大人になったね」と
言われるようになる！



戸川ひろのさん
（那賀川町）

野田　諒也さん
（下大野町）

青井　七海さん
（見能林町出身徳島市在住）

達田陽日輝さん
（宝田町）

杉本佳央理さん
（中大野町）

毎日楽しく
生きる

子どもに尊敬される
大人になる！

立派な
大卒看護師になる

温かい家庭を
築く

何事にも全力で、
楽しい人生にする
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徳
島
県
知
事
表
彰

▼
浅
川
博
生
（
富
岡
分
団
）
▼
笠

原　

健
（
中
野
島
分
団
）
▼
美
馬

佳
久
・
森
口
秀
樹
（
以
上
宝
田
分

団
）
▼
蔭
山
雅
之
・
若
江
信
彦
（
以

上
長
生
分
団
）
▼
近
藤
光
明
・
小

谷
泉
司
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
竹

内
繁
太
郎
・
原　

宏
明
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
小
濱
嘉
洋
（
見
能

林
分
団
）
▼
沖
野
一
典
（
橘
分
団
）

▼
久
米
誠
一
（
桑
野
分
団
）
▼
富

田
一
行
・
西
田
知
弘
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
亀
尾
重
喜
（
福
井
分
団
）

▼
神
野
房
弘
（
椿
分
団
）
▼
村
上

浩
之
（
那
賀
川
分
団
）
▼
岩
﨑
道

範
・
大
島
隆
典
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）
▼
岩
崎
秀
治
（
消
防
本
部
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▼
篠
原
健
二
郎
（
富
岡
分
団
）
▼

清
本
康
弘
（
中
野
島
分
団
）
▼
美

馬
佳
久
（
宝
田
分
団
）
▼
岡
久
正

樹（
長
生
分
団
）▼
近
藤
光
明（
大

野
分
団
）▼
小
野
正
昭
・
中
野　

武

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
小
濱
嘉

洋
（
見
能
林
分
団
）
▼
沖
野
一
典

（
橘
分
団
）
▼
垣
内
博
之
（
桑
野

分
団
）
▼
大
西
正
章
（
新
野
分
団
）

▼
亀
尾
重
喜
（
福
井
分
団
）
▼
小

川
純
史
・
棚
橋
利
治
（
以
上
椿
分

団
）
▼
岡
本
浩
幸
（
那
賀
川
分
団
）

▼
武
田　

進
（
羽
ノ
浦
分
団
）

【
精
績
章
】

▼
早
瀬
太
二
・
髙
原
育
司
・
直
江

勝
巳
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
𠮷
田

成
位
・
荒
木
大
輔
・
笠
原　

健
（
以

上
中
野
島
分
団
）
▼
山
本
洋
平
・

寺
崎
毅
治
（
以
上
宝
田
分
団
）
▼

安
田
諭
史
・
西　

順
治
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
数
藤
祐
二
・
尾
崎
秀

樹
・
近
藤
恭
弘
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
湯
浅
義
博
・
佐
竹　

陽
・
森　

輝

男
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
土
橋

孝
理
・
吉
谷
智
雄
（
以
上
見
能
林

分
団
）
▼
下
野
嘉
則
・
山
田
幸
雄
・

久
米
誠
一
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼

新
居
靖
朗
・
清
水　

登
・
平
田
直

敬
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
桑
原　

忍
・
原
田
伸
矢
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
中
田
裕
章
・
山
本
修
生
（
以
上

椿
分
団
）
▼
堀　

昌
宏
・
小
松
博

美
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
鎌
田

義
弘
・
斎
藤
拓
哉
（
以
上
羽
ノ
浦

分
団
）

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
砂
川
盛
剛
・
松
川　

唯
・
濱
田

智
也
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
松
崎

浩
明
・
𠮷
成　

彬
・
森　

拓
己
（
以

上
宝
田
分
団
）
▼
金
中
敦
志
・
領

田
佳
孝
・
島
田
浩
司
（
以
上
長
生

分
団
）
▼
西
本
義
明
・
仁
木
隆
夫
・

湯
浅
智
之
・
横
坂
幸
憲
・
萩
原
健

人
・
四
宮
友
和
・
近
藤
和
彦
（
以

上
大
野
分
団
）
▼
福
岡
貴
徳
・
岸

本
博
秀
・
江
川
敏
宏
・
久
保　

剛
・

河
野
友
和
・
片
山
正
樹
・
竹
路　

晃

（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
南　

重

之
・
中
山
敦
雄
・
中
川
伸
也
・
浅

野
崇
史
・
福
田
正
博
・
田
渕
優
樹
・

山
下
敏
之
（
以
上
見
能
林
分
団
）

▼
程
野
好
之
・
岡
部
誠
司
・
野
村

将
志
・
髙
橋
卓
也
（
以
上
橘
分
団
）

▼
横
田
元
基
（
桑
野
分
団
）
▼
𠮷

本
新
吾
・
上
村
真
徳
（
以
上
新
野

分
団
）
▼
柳
坂
健
二
・
原
田
孝
典
・

　

阿
南
市
消
防
団
は
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
貢
献
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
幅
広
く
活

動
し
て
お
り
、
災
害
時
の
消
防
活

動
や
平
時
の
訓
練
、
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
多
く
の
方
に

頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で
す
。（
１
月

時
の
団
員
数
１
４
２
７
人
）

　

１
月
12
日
に
文
化
会
館
に
て
、

総
勢
５
０
０
人
、
消
防
車
両
50

台
で
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
表
原
市
長
は
日
ご
ろ
の
隊
員

の
献
身
的
活
動
を
称
え
る
と
と
も

に
、「
来
た
る
べ
き
時
に
備
え
て
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
力
、
地
域
の

力
を
合
わ
せ
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
団
結
し
て
取
り
組
む
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
活
動
に
お
い
て
功

績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
表
彰
状
と

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

令
和
２
年
　
消
防
出
初
式

災害に強いまちづくりに向けて
決意新たに



5　広報あ な ん 2020.02

福
谷
祐
規
（
以
上
福
井
分
団
）
▼

小
川
道
洋
・
坂
崎
辰
徳
・
木
本
春

起
・
豊
崎
由
和
・
小
川
泰
明
・
棚

橋
良
太
・
神
野
康
之
（
以
上
椿
分

団
）
▼
多
喜
田
吉
人
・
藤
原
公
司
・

黒
部
洋
平
・
走
川
真
澄
（
以
上
那

賀
川
分
団
）
▼
富
永
祐
司
・
藤
川

貴
志
・
大
島
裕
也
・
古
住
達
也
・

西
山
大
介
・
金
谷
章
生
（
以
上
羽

ノ
浦
分
団
）

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
績
章
】

▼
岩
井
奈
央
・
江
崎
三
枝
（
以
上

女
性
消
防
班
）
▼
坂
東　

剛
・
吉

岡
龍
明
・
髙
島
紳
悟
・
祖
父
江
功

昌
（
以
上
富
岡
分
団
）
▼
野
村
拓

也
・
近
藤　

豊
・
武
岡
幸
宏
・
児

島
与
毅
（
以
上
中
野
島
分
団
）
▼

清
崎
浩
史
（
宝
田
分
団
）
▼
仁
木

啓
人
・
秋
本
将
亨
・
酒
部
宗
長

（
以
上
長
生
分
団
）
▼
西
野
拓
志
・

岡
田
裕
二
・
藏
本
浩
一
・
原　

怜

司
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
湯
浅
大

吾
・
住
友
彰
伸
・
湯
浅
翔
太
・
岩

田
力
也
・
山
上
展
也
・
中
田
健
太

郎
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
橋
本　

聡
・
河
井
拓
治
・
桝
井
啓
太
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
工
藤
久
延
・

山
西
隆
児
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼

福
田
忠
志
・
谷
村
佳
則
・
久
米
和

輝
（
以
上
新
野
分
団
）
▼
馬
着
保

年
・
黒
川
昭
仁
（
以
上
福
井
分
団
）

▼
山
田
雅
宣
・
木
本
貴
大
・
川
西

京
子
・
神
野
恵
美
・
川
西
加
奈
子

（
以
上
椿
分
団
）
▼
大
住　

真
・

宮
本
優
輔
・
伊
勢
魁
貴
・
井
原
尚

人
・
陶
木
力
成
（
以
上
那
賀
川
分

団
）
▼
斎
藤
佑
也
・
岩
佐
美
紀
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
篠
原
美
代
子
・
堺　

実
貴
子（
以

上
富
岡
分
団
）
▼
山
本
和
代
（
中

野
島
分
団
）
▼
秋
本　

錦
・
米
田

か
お
り
・
中
村
美
佐
子
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
中
村
悦
子
（
大
野
分

団
）
▼
岩
田
喜
美
・

山
小
織
・

中
西
和
子
・
中
西
恭
子
・
谷
口
涼

子
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
早
苗

弥
生
・
横
手
サ
チ
コ
（
以
上
見
能

林
分
団
）
▼
松
田
真
由
美
・
甘
利

利
恵
（
以
上
橘
分
団
）
▼
田
中
美

由
紀
・
悦
見
多
妙
子
（
以
上
桑
野

分
団
）
▼
富
田
ま
ゆ
み
・
畠
山
宏

美
・
西
田
直
美
・
中
川
明
美
（
以

上
新
野
分
団
）
▼
棚
橋
端
誉
・
西

條
ト
モ
子
・
木
本
直
美
・
蟻
馬
知

美
・
坂
本
光
美
・
助
野
小
百
合
（
以

上
椿
分
団
）
▼
坪
井
宜
枝
（
那
賀

川
分
団
）
▼
丈
池
紀
子
（
羽
ノ
浦

分
団
）

阿
南
市
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
清
本
ゆ
み
か
（
中
野
島
分
団
）

▼
数
藤
美
帆
・
近
藤
克
子
（
以
上

消防団員募集中！
消防団には地域の皆さんの力が必要です。
防災体制の充実・強化にご協力ください。
入団条件
・阿南市内に居住、または勤務している方
・郷土愛に溢れボランティア精神の旺盛な方
・入団時の年齢が18歳以上40歳未満の方

で消防団活動に支障のない方
問い合わせは　警防課（☎22－3796）へ

大
野
分
団
）
▼
川
﨑
和
美
（
見
能

林
分
団
）
▼
前
川
安
子
・
一
宇
八

恵
子
・
笹
松
香
奈
（
以
上
新
野
分

団
）
▼
林　

千
代
子
・
田
井
美
栄

（
以
上
椿
分
団
）
▼
井
原
恵
美
・

尾
畑
里
織
（
以
上
那
賀
川
分
団
）

▼
福
住
仁
美
・
大
島
小
百
合
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

【
人
命
救
助
功
労
者
】

▼
四
宮　

修
（
津
乃
峰
町
）・
田
上

春
夫
（
上
中
町
）・
石
岡
恵
子

（
羽
ノ
浦
町
）・
四
宮
陽
子
（
羽
ノ

浦
町
）

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

【
防
犯
功
労
】

▼
富
岡
分
団
▼
羽
ノ
浦
分
団

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

【
年
間
無
火
災
】

▼
加
茂
谷
分
団
▼
椿
分
団
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パートタイム
会計年度任用職員を募集

阿南市移住促進
コーディネーターを募集

業務内容　市内家庭ごみの収集および環境管理事務所にお
ける業務

募集職種および勤務体系
①作業員　7:30〜16:00（７時間30分）

日額8,929円～9,380円
②作業員（午前）　7:30〜12:00（４時間30分）

日額5,357円
③運転兼作業員　7:30〜16:00（７時間30分）

日額10,380円～10,874円
④用務兼作業員　7:30〜16:00（７時間30分）　

日額6,929円～9,380円
※通勤手当、期末手当あり（規定による）
※①③④は、月～金の週５日勤務、休憩時間60分。
※②のみ、月・火・木・金の週４日勤務。

応募資格　平成14年４月１日以前に生まれた方が対象。
応募資格の詳細は申込期間中に配布する試験案
内でご確認ください。

申込方法　生活環境課備え付けの申込用紙に、必要事項を
記入し（自筆・写真貼付）生活環境課へ提出し
てください。

申込期間　２月３日㈪～14日㈮の8:00～16:00
※土、日、祝日は除く

試験日　２月29日㈯　　試験場所　環境管理事務所
試験内容　面接、筆記、体力試験　

問い合わせは　生活環境課（☎22－0001）へ

業務内容　移住相談業務、移住希望者と地域おこし団体や
地域住民との調整業務、空き家調査に関する業
務、阿南市のＰＲ活動、地域おこし協力隊の活
動マネジメント、その他移住交流支援センター
の業務

任用期間　４月１日～令和３年３月31日　
　　　　　※年度ごとに任用更新
勤務時間　9:00～17:00

※休日は土、日、祝日等
※有給休暇、夏季休暇、年末年始休暇あり

応募資格　普通自動車免許を有する方、パソコンの操作・
ＳＮＳを通しての情報発信が出来る方、地域活
性化に関する活動に対して意欲のある方

給与等　月額235,000円
採用予定人数　２人
申込方法　市ホームページに掲載の申込用紙に必要事項を

記入し、定住促進課へ提出してください。（郵
送可）

申込期間　２月10日㈪までの8:30～17:15（必着）
試験日　２月22日㈯　
試験場所　阿南市役所
試験内容　面接試験

問い合わせは　〒774-8507 富岡町トノ町12番地３
定住促進課（☎22−7404）へ

　

余
寒
こ
と
の
ほ
か
厳
し
い
今
日
こ
の

頃
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

令
和
元
年
12
月
７
日
付
を
も
ち
ま
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
支
え
の
も
と
に
、

阿
南
市
長
と
し
て
の
重
責
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
阿
南
市
発
展
の
基
盤
構

築
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
功
績
を
積

み
重
ね
て
来
ら
れ
た
歴
代
市
長
を
は
じ

め
、
先
人
の
永
き
に
わ
た
る
歩
み
に
心
か

ら
の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
、
地
域
が
抱
え
る
課
題
は

多
様
化
・
複
雑
化
を
極
め
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
混
沌
と
し
た
閉

塞
感
を
乗
り
越
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

も
っ
て
、
市
民
の
幸
せ
が
持
続
す
る
阿
南

を
切
り
拓
い
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

45
歳
と
い
う
若
輩
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
実
で
謙
虚
な
姿
勢
を
失
わ
ず
、
託
さ
れ

た
職
責
に
全
身
全
霊
で
向
き
合
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
全
て

に
感
謝
を
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿南市長
表原 立磨

　

市
長
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
去
る

12
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員

皆
さ
ま
の
格
別
の
ご
高
配
に
よ
り
ご
同

意
を
得
て
、
令
和
元
年
12
月
19
日
付
で

阿
南
市
副
市
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
県
南
の
雄
」
と
し
て
発
展
す
る
市

で
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、

そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・
気
候
変
動

に
よ
る
大
規
模
風
水
害
へ
の
対
応
、
さ
ら

に
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
備
え
な

ど
、
市
を
取
り
巻
く
多
く
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
優
れ
た
経
済
力
を
持
ち
、
未
来

へ
の
可
能
性
を
秘
め
た
市
の
さ
ら
な
る
飛

躍
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
暮
ら
し
の
向
上
に
向
け
、
全
力
を
傾
注

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
市
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

阿南市副市長
山本 俊也
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阿南市プレミアム付
商品券の販売について

プレミアム付商品券の販売は、２月21日㈮までと
なっています。購入引換券をお持ちの方で、まだ商
品券を購入されていない方は、販売日時、販売場所、
購入に必要な準備物を確認の上、早めの購入をお願
いします。

販売日時　２月１日㈯～５日㈬、14日㈮～21日㈮
　　　　　10:00～15:00

※那賀川町商工会は土、日曜日の販売は
していません。

販売場所および問い合わせは　
阿南商工会議所（☎22−2301）、
那賀川町商工会（☎42−1772）、
羽ノ浦町商工会（☎44−4858）へ

介護支援ボランティア
事業について

内容　高齢者がボランティア受入施設にて下記のボ
ランティア活動を行い、その活動の実績に応
じた商品券を交付します。
⑴レクリエーション等の指導または参加支援
⑵お茶出し、食堂内の配膳・下げ膳等の補助
⑶散歩、外出または事業所内の移動の補助
⑷模擬店、会場設営、芸能披露その他の行事

の手伝い
⑸話し相手
⑹草刈り、洗濯物の整理、シーツ交換その他

の事業所職員と共に行う軽微かつ補助的な
活動

⑺前各号に掲げるもののほか、阿南市長が適
当と認めるボランティア活動

対象　65歳以上の方（要介護・要支援認定者、総
合事業の対象者、介護保険料の未納または滞
納がある方は除く）

受入施設　届け出のある阿南市内の介護保険施設、
グループホーム、ケアハウス、小規模多
機能型居宅介護事業所等

交付金額　１時間のボランティア活動につきスタン
プを１個押し、スタンプ数に応じて商品
券を交付（スタンプ10個で1,000円（上
限5,000円））

問い合わせは　介護・ながいき課（☎22−1793）へ

議長（第56代）
林　孝一氏

（73歳・新野町）

副議長（第60代）
平山 正光氏

（55歳・那賀川町）

令和元年阿南市議会12月定例会が12月18
日に開会し、正副議長、各委員会委員など
が選任されました。委員会の構成について
は、市議会のホームページをご覧ください。

阿南市議会　
正副議長が選任されました

SDGs（エスディジーズ）は、国連が定めた「17
の持続可能な開発目標」のことです。その目標
の一つ、気候変動対策では、これからの10年が
地球と人類の未来を決めるともいわれています。
私たちは何をしなければならないのか。現状を
見つめ、なぜ今、SDGs なのかを考えます。

場所　文化会館１階　視聴覚室
講師　川久保　俊　さん

法政大学デザイン工学部
准教授。博士（工学）。
内閣府自治体ＳＤＧｓ
推進のためのローカル
指標検討ワーキンググ
ループ委員

演題　（仮題）「ＳＤＧｓ達成に向けた産官学民
をあげた取組推進の意義」

申込方法　参加申込者および
参加人数を、電子メールまた
は電話もしくは右のＱＲコー
ドからお申し込みください。
申し込み・問い合わせは
企画政策課　（☎22−3429）へ
e-mail:kikaku@anan.i-tokushima.jp

日時　３月２日㈪　13:00～15:30

　　地球と人類の未来について考える

SDGs講演会 2020

参加
無料
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お
く
り
も
の

阿
南
市
立
小
学
校
・
中
学
校
へ

●
書
籍
「
折
れ
な
い
心
を
育
て
る

い
の
ち
の
授
業
」
35
冊

阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー　

緩
和
ケ
ア

内
科
部
長　

寺
嶋
𠮷
保
様
か
ら
学

校
教
育
充
実
の
た
め

阿
南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
金
30
万
円

楠
根
町　

谷
グ
ル
ー
プ
代
表
者

谷　

敬
二
様
か
ら

阿
南
市
へ

●
電
子
ピ
ア
ノ
１
台

羽
ノ
浦
町　

浅
川　

陽
様
か
ら

消
防
本
部
へ

●
金
５
万
円

市
民
の
方
か
ら
救
急
用
品
購
入
代

と
し
て

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
一
封

四
国
電
力
労
働
組
合
阿
南
火
力
支

部
青
年
部
様
よ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
の
収
益
金
を
地
域
福
祉
事

業
活
動
資
金
と
し
て

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

保
険
年
金
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の

自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、

そ
の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え

た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

が
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

は
、診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
「
手

続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
」
を
世

帯
主
の
方
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

通
知
が
届
い
た
ら
、
お
早
目
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
額

療
養
費
の
支
給
申
請
期
間
は
２
年

間
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収

書
（
原
本
）
が
必
要
で
す
。
税
金

の
確
定
申
告
（
医
療
費
控
除
）
を

行
う
場
合
は
、
先
に
高
額
療
養
費

の
支
給
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

・
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

・
世
帯
主
の
預
金
通
帳

・
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

・
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

・
対
象
者
お
よ
び
世
帯
主
の
マ
イ

　
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

・
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確

認
書
類

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　

皆
さ
ん
は
、
国
民
年
金
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

「
年
金
な
ん
て
ま
だ
関
係
な
い
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病
気

や
け
が
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な
た
の
家
族

を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
書
類

が
届
き
ま
す
。
加
入
手
続
き
は
不

要
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は
、
学

生
納
付
特
例
制
度
（
学
生
の
み
）

や
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－１
１
１
８
）
へ

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
情
報
伝
達

試
験（
第
４
回
）を
実
施

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
全
国
一

斉
情
報
伝
達
試
験
（
第
４
回
）
が
、

次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
に
併
せ
て
、

防
災
行
政
無
線
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
の
自
主
放
送
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
試

験
放
送
お
よ
び
登
録
制
メ
ー
ル
に

よ
る
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
19
日
㈬　

午
前
11
時
頃

※
気
象
・
地
震
活
動
の
状
況
等
に

よ
っ
て
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

危
機
管
理
課

（
☎
22

－

９
１
９
１
）
へ

中島緊急避難階段の完成について

阿南道路四車線化改良工事に伴い、那賀川町中島地区に計画
する「中島緊急避難階段」が、11月末に完成しました。
同階段は、近い将来発生が危惧されている南海トラフ巨大地
震による津波襲来等、非常時の際には地元住民の一時避難施
設となります。
ついては、12月上旬に供用を開始しましたのでお知らせし
ます。
設置されている場所の想定津波高はT．P．+5.1m（基準水
位2.6m）ですが、避難スペースの高さはT．P．+8.2m あり、
有事の際には門扉を蹴破り、避難スペースに避難します。
避難スペース面積　15㎡
避難スペース収容人数　30人

問い合わせは　危機管理課（☎22−9191）へ

設置箇所



かもだ岬温泉保養施設感謝キャンペーン
～温泉で心もからだもぽっかぽか～

日時　３月１日㈰　12:30～15:00
場所　かもだ岬温泉保養施設　　　
内容　 ▼お楽しみ抽選会　先着50人

▼健康講話＆にしまる体操
　講師　西條整骨院　院長　西條誠人さん

※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
★26日㈬は風呂（ふろ）の日です。
一般入浴料が半額に！ぜひご利用ください。

【２月の休館日】３日㈪、10日㈪、17日㈪、25日㈫
問い合わせは　かもだ岬温泉保養施設（☎21－3030）

または商工観光労政課（☎22－3290）へ

「明谷梅林まつり」を開催第28回 阿南市活竹祭を開催
県南で最も大規模な梅の名所
です。約2,000本の梅の花をご
覧ください。
期間　２月16日㈰～

３月15日㈰   
開園式　２月16日㈰　10:00～
　　　　もち投げ、梅干しの種飛ばし大会
駐車場　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。

※台数に限りあり。
※沿道への駐車はご遠慮ください。

問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

産業の発展・振興や地域全体の活性化をめ
ざして「活竹祭」を開催します。
当日は特産品の販売やステージイベントな
どでお楽しみください。
日時　２月９日㈰　9:00～15:00
場所　阿南市役所
内容　特産品まつり、各種体験コーナー、

ステージイベント等
※今年度は、あなんパンフェスタ
※くわしくは、市ホームページをご覧ください。
問い合わせは　
阿南市活竹祭実行委員会事務局

（商工観光労政課内☎22−3290）へ

マイナンバーカード
申請および受取のお休みについて
２月９日㈰のマイナンバーカードの申請お
よび受取はイベント開催のためお休みです。
問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ
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545

「
あ
り
が
と
う
」

も
た
ち
は
指
導
者
を
見
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
全
力
の
プ
レ
ー
を

求
め
る
前
に
、
自
分
自
身
が
全
力

で
コ
ー
チ
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
て
い
る
の
か
。
自
分
を
顧
み
て
、

全
て
に
お
い
て
努
力
が
必
要
だ
と

気
付
か
さ
れ
る
日
々
で
し
た
。

　

あ
る
指
導
書
に
心
に
残
っ
て
い

る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

　
「
何
を
言
う
か
で
は
な
く
、
誰

が
言
う
か
」

　

子
ど
も
た
ち
の
心
を
突
き
動
か

せ
る
よ
う
な
指
導
者
が
私
の
理
想

像
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
理
想

通
り
と
は
い

か
ず
、
試
行

錯
誤
の
連
続

で
、
な
か
な

か
納
得
い
く

指
導
が
で
き

て
は
い
ま
せ

ん
。

　

そ
ん
な
中
、
志
半
ば
で
は
あ
り

ま
す
が
、
仕
事
の
関
係
で
し
ば
ら

く
チ
ー
ム
を
離
れ
ま
す
。
今
ま
で
、

た
く
さ
ん
の
喜
び
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
、
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

近
い
将
来
、
ま
た
チ
ー
ム
に
戻

れ
る
日
ま
で
、
こ
れ
か
ら
も
自
己

研
鑽
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
は
那
賀
川
町
の
春
野
祐
治
さ

ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ダ
ム
・
ダ
ム
・
ダ
ム
」

　

ボ
ー
ル
を
つ
く
音
が
響
く
体

育
館
に
、
今
日
も
足
早
に
向
か

い
ま
す
。

　

小
学
校
か
ら
社
会
人
ま
で
サ

ッ
カ
ー
一
筋

だ
っ
た
私
が
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル

の
コ
ー
チ
を

始
め
て
５
年

に
な
り
ま
す
。

両
チ
ー
ム
が

点
を
取
り
合
い
、
一
進
一
退
の

攻
防
を
繰
り
広
げ
る
バ
ス
ケ
は
、

本
当
に
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
、

す
っ
か
り
と
り
こ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
近
く

で
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
幸
せ
な

こ
と
で
、
日
々
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
す
る
立
場
に
立
っ
て
痛

感
し
た
の
は
信
頼
関
係
の
重
要

性
で
す
。
コ
ー
チ
が
子
ど
も
た

ち
を
見
て
い
る
以
上
に
、
子
ど

那賀川町
生原 正紀さん
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阿南市や地域の出来事を
いち早くチェック！

市ホームページからご覧いただけます。
http://www.city.anan.tokushima.jp/

阿南市フェイスブック

那賀川町の新居希予さん（41歳）が、地域資源を活用し、
まちの活性化につなげている団体や個人を顕彰する「ディ
スカバー農山漁村（むら）の宝」（内閣官房、農林水産省
主催）に選定されました。新居さんは、伝統農法の継承に
取り組んでいるほか、地域の魅力発信、学校での食育活動
などを行っています。「これからも美しい農村を守るため
取り組みたい」と意気込んでいました。

美しい農山漁村の魅力を生かす

令和元年12月23日、阿南警察署にて高校生ボランティア
に阿南防犯連合会と阿南警察署から感謝状が贈呈されまし
た。とみおか交番を拠点に防犯や交通安全、防災活動を熱
心に取り組んだ富岡東高校５人、富岡西高校７人、阿南光
高校８人の20人。陶久光聖さん（阿南光高校３年）は、

「地域の方と活動したことが思い出。これからも社会に貢
献したい」と話していました。

高校生ボランティアに感謝状

中世阿波国の牛岐城主　新開遠江守ゆかりの寒桜　新開桜
の苗木10本が阿南市から神奈川県湯河原町に贈られ、同
町にある幕山公園に植樹されました。新開桜は、室町時代
に新開氏が故郷深谷市から持ってきた桜です。式典には、
阿南市からは、新開隊隊長の松田満樹さん夫妻、副隊長の
遠藤　滋さん夫妻が出席し、苗木を植樹しました。

新開桜が里帰り　植樹式が開催される

本市出身でハンセン病を発病しながら執筆活動を行った作家 
北條民雄（1914－1937）の忌日（12月５日）を「民雄忌」
とし、文学的業績を顕彰する「北條民雄を偲ぶ会」が令和元
年12月７日に市内ホテルで開催され、約50人が参加しまし
た。北條に縁のある作家の髙山文彦さん、批評家の若松英輔
さん、作家の吉村萬壱さんのトークセッションなどが行われ、
参加者は北條や彼の残した作品への理解を深めました。

北條民雄の功績を顕彰 偲ぶ会開催

下大野町の山崎美代子さん（55歳）が、パラリンピック
の正式種目「ボッチャ」の全国大会（令和元年12月20日
～22日・愛知県豊田市）に県大会、西日本大会を勝ち抜
いて出場しました。個人戦オープン座位のクラスに出場し
た山崎さんは、健闘しましたが惜しくも予選リーグで敗退。

「全国のレベルは高かった。技術を磨いて来年も挑戦した
い」と話していました。

パラスポ「ボッチャ」全国大会に出場

体験イベントでボッチャを競技する山崎さん
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徳島駅伝  13年ぶりの準優勝に輝く

区間賞 	 児島雄一郎 選手（羽ノ浦中学校３年）	   4区・  3.0㎞（区間新記録）、40区・3.0㎞

	 國行麗生 選手（㈱大塚製薬工場）	   8区・12.5㎞（区間新記録）

	 篠原想生 選手（那賀川中学校３年）	 20区・  2.6㎞

	 生田琉海 選手（徳島科学技術高校３年）	 21区・  8.7㎞

	 福良郁美 選手（㈱大塚製薬工場）	 22区・  4.6㎞

	 古山育弥 選手（鳴門高校３年）	 23区・  3.0㎞

	 秦野尋斗 選手（阿南第一中学校３年）	 26区・  2.8㎞

優秀競技者賞 	 國行麗生 選手（㈱大塚製薬工場）　

	 児島雄一郎 選手（羽ノ浦中学校３年）

永年出場競技者表彰　福良郁美 選手（㈱大塚製薬工場）

新春の阿波路を駆ける「第66
回徳島駅伝」が、１月４日から
３日間にわたって16郡市の参
加で開催され、阿南市チームは
平成19年以来、13年ぶりの準
優勝に輝きました。阿南市チー
ムは、初日から上位争いを演じ、
最終日を３位で迎えました。懸
命にタスキをつなぎ４位で最終
43区の國行麗生選手へ。國行
選手の激走で鳴門市、板野郡チ
ームを捉え、徳島市に続く２位
となりました。解団式で田中健
一監督は、「選手一人ひとりが
阿南市の代表として自覚を持ち、
任された区間をきっちりと走る
ことができた。来年に向けて、
練習を積み重ねていきたい」と
決意を語りました。

新聞放送会館別館前　準優勝し笑顔をみせる阿南市チームの皆さん

福井駅前
10区の折野僚紀選手から
11区の結城直哉選手へ

津乃峰地区防災公園口
12区の小出橘平選手が
再出発

ローソン羽ノ浦中庄店前
13区の山本健介選手から
14区の山本航輝選手へ

阿波池田通運前
32区の山﨑優希選手から
33区の岡崎真理子選手へ

激走の記録

受賞おめでとうございます
総合第 2 位、中学生総合第 1 位、小学生駅伝第 2 位
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行
財
政
改
革
の
取
組

　

行
財
政
改
革
は
私
に
と
っ
て
政
策
の
最
優

先
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
ま
ず
ト
ッ
プ
が

身
を
削
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
の
信
念
の
下
、
市
長
給
与
を
50
パ
ー
セ

ン
ト
削
減
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に

ご
理
解
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
市
職
員
の
意

識
改
革
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
社
会
・
超
高
齢
社
会
の

最
中
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

お
金
の
使
い
方
に
関
し
て
は
、「
未
来
へ
の

投
資
」
に
も
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、「
地

域
の
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
取
り
入

れ
る
「
阿
南
版
事
業
仕
分
け
」
の
導
入
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

透
明
性
の
高
い
市
政
の
実
現

　

行
政
の
あ
ら
ゆ
る
情
報
は
市
民
の
も
の
で

す
。
新
し
い
情
報
通
信
技
術
等
を
最
大
限
に

活
用
し
、
透
明
性
の
高
い
市
政
の
実
現
を
め

ざ
し
、
市
民
が
市
政
に
関
心
を
持
て
る
基
盤

を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
と
一
緒
に
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
を
市
政
運
営
の
基
軸
と
し
て
い
ま

す
の
で
、
市
内
各
地
に
足
を
運
ぶ
「
出
前
市

長
」
を
実
施
し
、
市
民
の
生
の
声
を
直
接
お

伺
い
し
て
、
開
か
れ
た
プ
ロ
セ
ス
の
下
で
、

可
能
な
限
り
市
政
に
反
映
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

市
民
生
活
を
守
る
安
心・安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

　

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
を
政
策
最
優
先
と

し
て
、
河
川
流
域
の
洪
水
や
浸
水
、
地
震
対

策
な
ど
、
防
災
環
境
を
強
化
す
る
こ
と
に
、

全
身
全
霊
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

気
候
変
動
に
伴
い
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に

備
え
て
、
関
係
機
関
と
な
お
一
層
に
連
携
を

密
に
し
な
が
ら
、
那
賀
川
・
桑
野
川
の
河
川

整
備
促
進
を
は
じ
め
、
市
街
地
の
浸
水
被
害

に
、
き
め
細
や
か
な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に
、
非
常
に
高
い

確
率
で
発
生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
る

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
す
が
、
地
震
・
津

波
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
実
効
性
の
高
い

防
災
・
減
災
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
で
は
富
岡
東
部
地
区
防
災
公
園

の
整
備
や
那
賀
川
町
工
地
地
区
で
の
命
山
の

建
設
等
を
鋭
意
進
め
て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
防

災
対
策
と
し
て
、
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
し
た
防
災
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
災
後
い
ち
早
く
元
の
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
事
前
に
復
興

計
画
を
策
定
し
、
災
害
発
生
の
予
防
か
ら
復

旧
、
そ
し
て
復
興
ま
で
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド

両
面
で
市
民
生
活
を
守
る
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

東
京
事
務
所
に
つ
い
て

　

阿
南
市
東
京
事
務
所
は
、
平
成
24
年
５
月

に
東
京
日
比
谷
の
市
政
会
館
に
開
設
し
、

「
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
機
能
」「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機

能
」「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
」
の
３
つ
の
大
き

な
柱
を
掲
げ
、
本
市
の
首
都
圏
に
お
け
る
知

名
度
の
向
上
や
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
増

加
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
等
を
図
る

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
は
、
そ
の
費
用
対
効
果
等

に
鑑
み
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
廃
止
を
含
め

た
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
次
世
代
光
産
業
」
の
集
積
拠

点
の
形
成
・
拡
大
を
め
ざ
す

　

本
市
に
は
、
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る

Ｌ
Ｅ
Ｄ
企
業
の
本
社
・
工
場
が
あ
り
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
企
業
城
下
町
」

と
し
て
の
大
い
な
る
躍
進
が
期
待
で
き
る
は

ず
で
す
。

　

私
は
、
地
元
の
世
界
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
企
業
と

し
っ
か
り
連
携
し
、
関
連
企
業
の
集
積
、
さ

ら
に
は
光
分
野
で
の
技
術
革
新
を
核
に
、
新

た
な
関
連
産
業
を
創
出
す
る
、
い
わ
ば
「
次

世
代
光
産
業
」
の
集
積
拠
点
の
形
成
・
拡
大

を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
零
細
企
業
な
ら
び
に
農
林
水

産
業
、
海
運
業
等
の
皆
さ
ま
が
直
面
さ
れ
て

い
る
後
継
者
問
題
に
応
え
、
き
ら
り
と
光
る

数
々
の
地
場
産
業
の
灯
火
を
消
さ
な
い
た
め

に
も
、
新
た
な
後
継
者
の
養
成
、
若
者
の
起

業
に
対
し
、
積
極
的
な
支
援
策
を
講
じ
て
い

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
新
た
な
産
業
政
策
の

基
本
と
な
る
の
は
、
世
界
を
俯
瞰
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
人
材
の
育
成
で
す
。

私
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
・
人
工
知
能
社
会

を
生
き
抜
く
人
材
育
成
に
も
力
点
を
置
き
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
12
月
議
会
が
令
和
元
年
12
月
18
日
か
ら
１
月
16
日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
所
信
が

表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

12
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨

部
分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

後
日
作
成
す
る
市
議
会
会
議
録
は
、

市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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子
育
て
環
境
の
整
備

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
国

に
よ
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
と
合
わ

せ
て
、
市
独
自
の
施
策
に
よ
り
、
子
育
て
を

行
う
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
よ
り
一

層
図
る
た
め
、
０
歳
児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の

給
食
費
を
含
む
保
育
料
に
つ
い
て
所
得
制
限

を
設
け
ず
完
全
無
償
化
の
実
現
に
向
け
た
検

討
を
行
い
、
早
期
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
に
よ
る
人
材

確
保
、
保
育
の
質
の
向
上
と
合
わ
せ
て
「
待

機
児
童
」
の
解
消
に
も
取
り
組
み
、
全
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
「
全

国
に
誇
れ
る
子
育
て
環
境
」
の
整
備
に
向
け

た
取
組
を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
移
動
・買
い
物
を
支
援

　

わ
が
国
で
は
、
急
速
な
少
子
化
、
超
高
齢

化
が
進
展
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
も
、
と
り
わ
け
周
辺

部
の
地
域
で
は
、
令
和
元
年
11
月
末
時
点
で

40
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
高
い
高
齢
化
率
に

加
え
、
食
料
品
や
日
用
品
を
取
り
扱
う
店
舗

の
閉
鎖
や
医
療
資
源
の
不
足
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
と

い
っ
た
課
題
が
顕
著
で
あ
り
、
移
動
や
買
い

物
と
い
っ
た
日
常
生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い

る
高
齢
者
の
方
か
ら
た
く
さ
ん
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
移
動
支
援
お
よ
び
買
い
物
支
援

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
、
通
い
の
場
へ

の
送
迎
や
買
い
物
等
に
活
用
で
き
る
新
た
な

移
送
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
通
院
援
助
を
行
う

人
材
の
育
成
等
、
既
存
の
行
政
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
支
援
体
制
に
つ
い
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
の
協
働
に
よ
り
実
現
し
て

い
き
ま
す
。

よ
り
質
の
高
い
窓
口
業
務
の　

実
現
に
向
け
て

　

市
役
所
窓
口
業
務
に
つ
い
て
、
現
在
、
市

民
生
活
課
窓
口
で
、
税
務
証
明
書
等
を
交
付

し
て
い
る
ほ
か
、
来
庁
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と

し
て
、
総
合
的
な
窓
口
案
内
を
実
施
す
る
た

め
、
平
成
27
年
度
よ
り
フ
ロ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

を
導
入
し
、
適
切
な
案
内
に
努
め
、
利
便
性

と
満
足
度
の
向
上
に
資
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
よ
り
質
の
高
い
窓
口
業
務
の
実

現
に
向
け
て
、
今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備

　

本
市
で
は
、
新
し
く
整
備
さ
れ
た
学
校
で

は
洋
式
ト
イ
レ
が
中
心
で
快
適
な
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
学
校
で
は
洋

式
ト
イ
レ
が
少
な
い
た
め
、
学
校
や
保
護
者

か
ら
は
増
設
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
学
校
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の
改
築
に
つ
い

て
で
す
が
、
本
市
で
は
校
舎
の
耐
震
補
強
は

完
了
し
て
い
る
も
の
の
、
施
設
そ
の
も
の
は

老
朽
化
が
進
行
し
て
い
て
、
日
々
の
修
繕
は

欠
か
せ
な
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
策
定
す
る

学
校
施
設
の
長
寿
命
化
計
画
や
小
中
学
校
の

再
編
・
統
合
と
い
っ
た
課
題
も
含
め
、
中
・

長
期
的
視
点
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
効
果
的

に
学
校
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

校
舎
の
改
築
や
大
規
模
改
修
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
こ
と
も
十
分
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
し

な
が
ら
、
今
後
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
会
館
の
整
備
に
つ
い
て

　

現
在
、
市
民
会
館
は
、
耐
震
診
断
の
結
果

に
よ
り
利
用
を
休
止
し
、「
耐
震
改
修
、
建

て
替
え
、
廃
止
」
の
い
ず
れ
か
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
単
独

で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
は
厳
し

い
財
政
状
況
に
鑑
み
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
市
民
会
館
に
代
わ
る
新
ホ
ー
ル

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検
討

し
直
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
指
定
管
理
者
お
よ
び
市
民
団
体

等
の
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
の
マ
ン
パ
ワ
ー
と
協

働
し
な
が
ら
、
文
化
会
館
お
よ
び
情
報
文
化

セ
ン
タ
ー
を
有
効
に
活
用
し
、
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
な
る
べ
く
早
く
市
民
の
皆
さ

ま
に
お
示
し
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
総
合

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
時
代
の
地
方
創
生
の
実
現

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
東
京

一
極
集
中
が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
中
、

人
や
資
本
が
域
外
に
流
出
し
て
し
ま
う
流
れ

を
変
え
、
逆
に
外
か
ら
域
内
に
呼
び
込
み
、

留
め
、
循
環
さ
せ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
は
、
世
界
に
冠
た
る
地
場

企
業
を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
、
そ
の
自
然

に
育
ま
れ
た
農
林
水
産
業
、
歴
史
文
化
な
ど
、

他
に
類
を
見
な
い
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
磨
き
、
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と

で
付
加
価
値
を
高
め
な
が
ら
、
世
界
市
場
も

視
野
に
入
れ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
つ
ま
り

市
場
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

　

市
長
自
ら
汗
を
流
し
、
産
学
官
金
の
人
材

や
組
織
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
結
果
と
し
て

本
市
の
魅
力
が
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
市
と
し
て
も
、
域

外
か
ら
人
や
資
本
を
引
き
寄
せ
ら
れ
る
継
続

的
な
取
組
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、「
充
実
し
た
教
育
環
境
」「
豊

か
な
生
活
環
境
」「
全
国
に
誇
る
子
育
て
環

境
」
を
セ
ッ
ト
と
し
て
、
官
民
協
働
で
全
国

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
入
環
境
の
整
備
と
し
て
、
民
間

資
本
を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
子
育
て
世

帯
向
け
の
小
規
模
住
宅
団
地
の
整
備
を
促
進

し
、
地
元
企
業
の
雇
用
拡
大
を
地
元
で
の
若

者
定
住
に
し
っ
か
り
と
つ
な
げ
、
新
時
代
の

地
方
創
生
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
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ひとりで悩まず、まずは相談を
私たち民生委員・児童委員は、同じまちに住む市民という立場で、地域の身

近な相談役や行政とのパイプ役として相談支援活動をしている厚生労働大臣

から委嘱された福祉ボランティアです。

現在、地域社会にあっては、複雑で多様な課題を抱える人々が増加していま

す。子どもの犯罪被害、虐待やいじめ、経済的・社会的生活困窮者の増加、

高齢者や障がい者の悪質商法被害等は、いずれも地域において幅広い関係者

との連携・協力のもとで取り組むべき大きな課題だと考えております。

これらの課題解決に向け、日ごろから地域の繋がりを強め、見守り活動や絆

づくりをしていきながら、地域福祉の担い手としての自負と熱意を持って、

民生委員・児童委員活動に積極的に取り組んでまいりますので、今後とも皆

さまのご協力を、よろしくお願いいたします。

丹生川　和彦
平成22年～　新野地区民生委員
平成25年～　新野地区民生委員会副会長
平成28年～　新野地区民生委員会会長

民生委員・児童委員
あなたのそばに寄り添う

令和元年12月１日、民生委員児童委員の一斉改選が行われ、
本市では198人が厚生労働大臣から委嘱を受けました。
民生委員は、民生委員法に基づいた非常勤の地方公務員です。
ボランティアとして活動していて、任期は３年です。民生委
員一人ひとりに担当する区域があり、皆さまの身近な地域で
活動しています。また、民生委員は児童福祉法に定める児童
委員を兼ねています。主任児童委員は児童に関する専門的知
識・経験を有する児童委員の中から指名されます。
住民の身近な相談相手としての活動や、多様な関係者をつな
ぐパイプ役として、また地域づくりの担い手として期待され
ています。

地域住民が抱える問題について、
相手の立場に立ち、親身になって
相談にのります。

相談

社会福祉の制度やサービスについ
て、その内容や情報を住民に提供
します。

情報提供

担当地域内の住民の実態や福祉ニ
ーズを日常的に把握します。

社会調査
住民が求める生活支援活動を自ら
行うと同時に支援体制をつくって
いきます。

生活支援

活動を通じて得た問題点や改善策
をまとめ、必要に応じて関係機関
などに意見を提起します。

意見具申

住民のニーズに対応し、適切なサ
ービスの提供が得られるように支
援します。

調整

住民が個々のニーズに応じた福祉
サービスが得られるよう、関係行
政機関、施設、団体などに連絡し、
必要な対応を促すパイプの役割を
果たします。

連絡通報

つの 
はたらき

民生委員・児童委員

阿南市民生委員・児童委員協議会会長

民生委員・児童委員のマークは、幸せの芽生
えを示す四つ葉のクローバーをバックに、民
生委員の「み」の文字と児童委員を示す双葉
を組み合わせ、平和のシンボルのハトをかた
どって、愛情と奉仕を表してします。
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宝田 ９人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
川原・郡団地 岡本　博
三友・井関・井関団地 河井　雅代
荒井・日の本 井利元　志郎
東分・中筋・南分・上の原 堀田　長城
上分・中分 安部　克幸◎
清水・中当・梅の本・蛭子本 厚田　みち子
平岡 中村　昭子
主任児童委員 湯浅　幸美
主任児童委員 角田　健造

富岡 23人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
東新町・西新町・中川原・車ノ口 光井　保
内町・今福寺 滝根　佳世
東仲町・西仲町 兼松　功
トノ町 松本　勇
第住町・玉塚 近藤　良行
寿通西・小山本・小山 髙原　美千代
寿通東・西石塚 中岡　一弘
東池田・西池田・木松 新居　正司
北通・佃町・日開野・西居内 片山　美幸
あ石・南向・滝ノ下 竹内　俊博◎
辰巳団地・宮原 津村　宜宏
日開野・中居内・筒路・領家・長田 原　恵美
日開野・南居内・居内・九反ヶ坪・
谷田・七見 竹内　伸二

学原・日開野・筒路 中川　聡
領家・天神原 桝井　雅俊
西路見・住吉・領家・天神原 西条　稔
出来・原ヶ崎・堤外 黒田　実
黒津地 荒谷　隆文
向原・豊益 坂井　ヒサ子
福村 福島　栄
畭 中野　礼子
主任児童委員 幸田　初美
主任児童委員 岸田　永子

見能林 18人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
戎山・東分南　（津乃峰） 吉岡　孝男
東分（津乃峰） 住友　晴治
新浜・県営団地（津乃峰） 長野　荘次
長浜東（津乃峰） 今田　行治
長浜西・津乃峰団地 撫養　千尋◎
大潟 髙島　敬司
大潟 森澤　久美
南林（中林） 森　孝之
北の脇 濱　長惠
中林 横手　周次
林崎・日亜社宅 滝口　敏信
石仏東・志んじゃく 髙島　直子
石仏西 保田　博美
見能方 阪井　太加江
才見西 三木野　文秋
才見東 橋本　文雄
主任児童委員 鳥海　俊江
主任児童委員 原田　利明
※西分・中分（津乃峰）の担当者は近日中に決まる予定です。

中野島 13人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
南島 湯浅　光俊
岡 柴田　美惠子
中原 松原　和子
古田 上田　彰三
伊月・大手 吉田　勝義
柳島高川原・仲小路（中野島） 松田　賢二
中川原１（中野島） 槌井　奈美子
中川原２（中野島） 細川　要子
長岡・横見高川原・円地畭・畑中 上原　登記子
長岡東 萩野　雅章
願能地西、東・西分・木戸上ノ下・
前田・北裏 小林　洋一◎

主任児童委員 立田　佳代子
主任児童委員 谷口　薫

新委員を紹介します（◎＝地区会長、敬称略）

民生委員・児童委員の連絡先等は、福祉課、支所、住民センター、公民館、阿南市社会福祉協議会
（☎23－7288）または市ホームページにてご確認いただけます。
　� 問い合わせは　福祉課（☎22－1592）へ



広報あ な ん 2020.02　16

加茂谷 11人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
楠根 松崎　眞由美
深瀬 佐々　栄子
熊谷 湯浅　眞千子
吉井 谷口　丸子
加茂 谷　明美
十八女 阿竹　道夫◎
水井 山上　眞和
大井 服部　三枝子
細野・大田井 西崎　芳子
主任児童委員 上地　敏子
主任児童委員 武田　奈保美

長生 11人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
明谷 岩橋　義一
大原 小山　義教
上荒井 久田　哲郎◎
大谷 本田　美鈴
三倉・宮内 待田　泰信
西方南 久積　満智子
西方川北 田上　稔
本庄北、東 栗本　治郎
本庄西、中央・舟田・大津田 秋本　卓巳
主任児童委員 久積　京子
主任児童委員 阪牧　生子

羽ノ浦 22人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
宮倉 才見　芳史
羽ノ浦第２・山分 廣常　絹子
羽ノ浦第１・中央・元町・南ノ町 芝原　澄子
浦川西・浦分 西川　孝子
野神 竹田　仁美
那東東、西 田中　利幸
那東原・中塚・古庄在所 長坂　美惠子
高田東、西 栗崎　浩子
畭・傍示・東在所・コスモスタウン 仁木　由利子
西在所・あすみが丘 一樂　利博
岩脇原分・内手・明見 数延　仁
浜ノ町・古庄新町・古庄本町・大
井出 森　眞一◎

仲ノ町・北ノ町・向 岡本　美知子
古毛原分・上山路・下山路 中木　義則
春日野北 大久保　キヨ子
春日野南 程野　廣一
しらさぎ・コスモス・橋ノ本 田中　武文
西春日野 宮生　幸夫
県営１～９棟 程野　千代子
春日野中央（市営、林材） 多田　秀高
主任児童委員 出口　美津子
主任児童委員 庄野　悦子
※西ノ町・岩脇本町・浜側・姥ヶ原・春日野県営（27～31・50～

54棟）の担当者は決まり次第お知らせします。

那賀川 23人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
原・西原 春野　ひとみ
大京原・熊氏 福住　敏一◎
大京原 杉本　由美子
古津・三栗 小西　嘉代子
赤池西 柴山　律子
赤池東 吉原　明義
上福井・中福井 香川　義昭
出島 松本　和宏
上苅屋・下苅屋・工地 中田　重利
北中島・里 葉久　正憲
西分・新町 濱口　喜隆
東町・中島団地 二宮　雅子
御霊町・蛭子町 大和　覺
南中島 中野　伸政
今津浦・日向・手島 角谷　久子
色ヶ島・芳崎 奥村　武史
八幡・敷地・豊香野 前川　裕之
黒地東 工藤　清治
黒地西 米澤　昭
小延・島尻 岸本　万希子
江野島 杉野　康行
主任児童委員 住瀬　なほみ
主任児童委員 吉田　惠子
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新野 12人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
喜来・川又・貞信・谷口・清貞・
友常・元信 仁志　真里子

海老川・木戸・廿ヶ谷・久田・安
行・岡花・西光寺 久米　秀樹

秋山・西重友・東重友 濵口　晴江
宮ノ久保・仲町・西町・西馬場 大西　益生
南町・北町・東町 大西　久美子
馬場北・東馬場中、南 仲道　勝義
片山・生谷・広重 丹生川　和彦◎
常政・月夜・新富・平川内 森　浩子
入田・廿歩・下分西・下分東 久米　和美
廿枝北、中、南 青木　秋義
主任児童委員 宮本　暁美
主任児童委員 中原　貴美子

桑野 12人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
阿瀬比 穐田　裕子
北谷・南谷・新南・津ノ末・仲分 渡守　一恵
田野・藁野・蛋石谷・宮ノ本・久
延・白池・新末広 鎌田　サチ子◎

嵐谷・北山・杉谷・内田・新内田 松田　聖恵
川西・川西住宅・岡ノ鼻・井ノ口原 森　秀敏
谷・大地 橋本　栄機
中野１，２，３組 青木　千惠
中野４組・岡元 嘉見　貞子
浦ノ内・中富・新中富 鎌田　美穂
竹ノ内・成松・内原西・櫛ヶ谷 鎌田　奈津
主任児童委員 田村　和子
主任児童委員 片山　和子

福井 10人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
動々原・茶畦・西の前・元末・吉
谷の一部 片山　義久

鉦打・下原・大坂・長谷川・馬路
の一部 井馬　賀壽惠

辺川・貝谷・日の地・小野 井馬　友子
中連・土佐谷・羽広・実用・吉谷・
馬路 髙鶴　義邦

内歩・山下・高田・森・古毛 中山　希水
大西・古津・湊・袴・大原・土井ヶ崎 守野　進次
宮宅・中内・大谷・小谷・椿地 坂東　勝美◎
大宮・浜田・大戸・出見・赤崎 森　芳美
主任児童委員 上野　益代
主任児童委員 原田　裕子

大野 ９人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
城之内・光立寺・山條・持井 梛　喜代志
東條１班、２班・西條 井原　吉晴
赤坂・三原・剣谷 山本　和
三条２班・坪野・桶田 阿部　里司
三条１班・平山・中小路 尾崎　則一◎
畑田・九之坪 遠藤　清
柴根１班、２班・渡り上り・大野原 上原　美穗子
主任児童委員 野村　多美子
主任児童委員 数藤　尚代

橘 12人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
鵠・袴傍示 廣瀬　春幸
大浦 福田　武運
中浦・江の浦・上道・下道 沖野　隆久
立石・みたけ・豊浜 計盛　栄子
西浜・港・中町 程野　喜代
久保・西中 中西　達也
三城・城ノ丸 宮繁　敏美
幸野１西・幸野２・東町 田中　千代美
東栄・汐谷 田中　宏和◎
市営橘団地・幸野１東・新日本電
工社宅 中西　惠子

主任児童委員 甘利　和子
主任児童委員 江上　利子

椿 13人（うち主任児童委員２人）

担当地区名 氏名
船頭ヶ谷・働々 船奥　豊
上地・後 井村　玉惠
横尾・庄田・高岸 武田　育展◎
須屋・平松・尻杭・蒲生田 岡本　憲治
小吹川原 田井　守
糠塚 小浜　敏也
出島 太居　容子
寺谷 宮崎　美津枝
東 木下　和美
伊島東 伊勢　秀雄
伊島西 杣友　八千代
主任児童委員 近藤　清子
主任児童委員 藤目　順子



セ
ン
タ
ー

科
学

ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
、
小
学
生
か
ら
楽
し
め
る

科
学
実
験
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
程　
毎
週
土
、
日
曜
日
の
午
前
11
時
～
11
時
30

分
、
午
後
２
時
20
分
～
２
時
50
分

内
容　

２
月
１
日
㈯　
「
偏
光
板
で
遊
ぼ
う
」

２
月
２
日
㈰　
「
３
Ｄ
め
が
ね
を
作
ろ
う
」

２
月
８
日
㈯　
「
重
心
を
さ
が
そ
う
」

２
月
９
日
㈰　
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
が
で
き
る
!?
」

２
月
15
日
㈯　
「
ふ
わ
ふ
わ
浮
く
よ
！
不
思
議
な
ク
ラ
ゲ
」

２
月
16
日
㈰　
「
紫
外
線
で
浮
か
び
上
が
る
絵
や
文
字
」

２
月
22
日
㈯　
「
残
像
の
不
思
議
」

２
月
23
日
㈰　
「
空
気
の
力
は
す
ご
い
」

２
月
29
日
㈯　
「
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
の
不
思
議
」

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　

毎
週
土
、
日
曜
日
と
祝
日
の
午
後
１
時
30
分
～
、

３
時
～
の
２
回
実
施
。
投
映
時
間
は
約
30
分
。

投
映
テ
ー
マ　
「
今
夜
の
星
空
と
シ
リ
ウ
ス
の
ひ
み
つ
」

第６回阿南市
人権教育・啓発市民講座

日時　２月25日㈫　14:00～15:30
場所　文化会館１階　視聴覚室
演題　「インターネットによる人権侵害」
講師　株式会社 情報文化総合研究所 代表取締役

武蔵野大学　名誉教授　佐藤佳弘さん

※託児あり。２月17日㈪までにお申し込みください。
※お車でお越しの方は、乗り合わせにご協力ください。

問い合わせは　人権・男女参画課（☎22−3094）へ

12月定例会（12月19日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
１　市教委指定学力向上研究発表会について
２　オーストラリアの小学校とのスカイプ交流について
３　「知っておきたい子どもたちの世界」（青少年健全育

成センター提供）について
４　徳島駅伝結団式について
５　県「教育の情報化推進フォーラム」について
６　今後の主な行事予定について

●阿南市教育振興基本計画素案について（教育総務課）
●第66回徳島駅伝の日程等について（スポーツ振興課）
※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。
問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ
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あぶない ! こんなに事故が

交通事故
件　　 数
死　　 者
負 傷 者

205件（2,373）
1人（       7）
22人（   245）

救　　急 件　　 数
搬 送 人 員

291件（3,486）
271人（3,343）

火　　災 件　　 数
損 害 額

3件（31）
0千円（9,275千円）

●阿南署管内令和元年12月分合計。カッコ内は令和元年の累計。
●損害額は未確定分を含んでいません。

阿南警察署だより
冬季の凍結事故防止について
積雪等により早朝、夜間は路面が凍結し、交通事故が多発
する恐れがあります。凍結している道路では、スピードを
抑えて、車間距離を多めにとり、急発進、急ブレーキをし
ないように心掛けてください。
また、思いやりのある運転をして、交通事故を未然に防ぎ
ましょう。携帯電話やカーナビの確認は、車を安全な場所
に止めてから行いましょう。

問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

健康講演会
こころの健康講演会
日時　２月21日㈮　13:30～15:00
内容　 ▼基調講演「睡眠とメンタルヘルス」

講師　社会医療法人杜のホスピタル　
　　　理事長　髙坂要一郎さん

▼情報提供「あなたもゲートキーパー」
講師　阿南保健所健康増進担当

申込締切日　２月17日㈪

食育講演会　高血圧と減塩について考える　　　　
　　　　　　～減塩は健康につながるキーワード～
日時　２月29日㈯　10:00～12:00
内容　▶講演①　高血圧と減塩

講師　阿南医療センター院長　玉置俊晃さん
▶講演②　おいしく食べて塩分を減らすコツ

講師　管理栄養士　三野千恵子さん
申込締切日　２月26日㈬

＜共通事項＞
場所　健康づくりセンター２階　　定員　50人（先着順）
※要予約、入場無料
問い合わせは　保健センター（☎22−1590）へ



邦楽への招待20周年となる今回は、尺八演奏家の川
村泰山さんと、鈴木　福くんファミリーがゲストとし
て出演します。邦楽の厳かな演奏と楽しいトークをお
楽しみください。また、鈴木　福くんファミリーと合
奏をする共演者を募集します。
日時　３月29日㈰　13:00開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】一般 2,500 円、

高校生以下1,000円　 
※当日は各チケット500円増しです。

チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳
島新聞社事業部（各販売店でも取
次します。）平惣（阿南センター店、
羽ノ浦店、小松島店、徳島店）

【鈴木　福くんファミリーと共演　応募要項】
演奏曲目　宙（そら）シャンシャン（川村利美 作曲）
　　　　　さくらドリーム（川村利美 作曲）
応募資格　３回の練習と前日リハーサル、本番すべて

に参加できる小、中、高校生の方
日程【練習】２月23日㈰、３月８日㈰、３月24日㈫
　　　　　　各日10:00～12:00

【前日リハ】３月28日㈯　14:00～16:00（予定）
参加費　6,000円
　　　　（きょうだいでの参加は２人で10,000円）
※「邦楽への招待Vol.20」招待チケット１枚を含む。
楽器借用料　箏の借用については、練習日のみ無料で

ご用意します。前日リハーサルや本番時
に借用箏を使用の場合、両日で2,000円

（ミニ箏は1,000円）が必要です。
レッスン講師　徳島会場（藤本 玲さん）、
　　　　　　　阿南会場（白浜雅伎さん）
応募方法　専用の応募用紙を情報文化センターへ持参

または郵送にてご応募ください。
申込締切日　２月14日㈮
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ コスモホール邦楽への招待Vol.20
　 ～２０周年記念みんなで伝えよう和のひびき～

今年もスペシャルゲストとして、甲斐靖文さんをお迎
えします。明治大学マンドリン倶楽部の迫力ある演奏
をぜひお楽しみください。羽ノ浦中学校マンドリン部
とのコラボ演奏もあります。
日時　３月10日㈫　18:30開演
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　【全席自由】2,500円※当日券は500円増しです。

未就学児の入場はご遠慮ください。
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、徳

島新聞社事業部（各販売店でも取
次ぎします。）、平惣（阿南センター
店、羽ノ浦店、小松島店、徳島店）

問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会

か
ん
た
ん
！
わ
く
わ
く
工
作

（
無
料
・
申
込
不
要
）

　
幼
児
か
ら
参
加
で
き
る
楽
し
い
工
作
を
行
い
ま
す
！

時
間　
午
前
の
部　

10
時
～
11
時
40
分

　
　
　

午
後
の
部　
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
オ
レ
ン
ジ
パ
ワ
ー
で
ス
タ
ン
プ
を
作
ろ
う

開
催
日　
２
月
11
日
㈷

内
容　
オ
レ
ン
ジ
油
で
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
溶
か
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
タ
ン
プ
を
作
り
ま
す
。

●
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う

開
催
日　
２
月
24
日
（
振
休
）

内
容　
ゴ
ム
の
力
で
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
お
も
ち

ゃ
を
作
り
ま
す
。

コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

●
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
【
２
月
29
日
㈯
】

　
対
象　
小
学
１
年
～
３
年
と
そ
の
保
護
者

　
定
員　
25
組
50
人

●
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス
【
３
月
１
日
㈰
】

　

対
象　
小
学
４
年
～
中
学
生

　

定
員　
30
人　

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た

だ
く
か
、
申
込
用
紙
（
市
内
の
学
校
か
ら
配
布
）

を
科
学
セ
ン
タ
ー
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
２
月
16
日
㈰
（
先
着
順
）

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
保
護
者
無
料
）

内
容　
講
座
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

申
込
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

２
月
の
休
館
日　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
17
日
㈪
、
25
日
㈫

光 ２月の催しのまちステーションプラザ

■展示コーナー　10:00～20:00
※各展示とも展示入れ替えのため、初日は12:00から開

始、最終日は15:00までに終了します。
○Kamansa☆New year!　〜16日㈰
○みんなのシリーズ第11弾
　みんなのひなまつり２　18日㈫～３月８日㈰
○ボタニカルアート展　３月10日㈫～22日㈰
■体験コーナー

○麻紐であんどん作り　８日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】7日㈮【参加費】3,000円【定員】5人
【持参物】あれば汚れても良いタオル
○おひなさまを作りましょう　15日㈯　10:00～
【申込締切日】14日㈮【参加費】1,500円【定員】5人
【持参物】エプロン

問い合わせは　光のまちステーションプラザ
（☎24−3141）へ

●いままで作ってきたものを見てもらいたい。
グループで作ってきた記念に。
無料で２週間場所をお貸しします。

●教室の宣伝に。作り方を教えたいのに場所がない。
　１日無料で場所をお貸しします。

阿波踊り活竹人形作り常時開催中！
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巡回日 巡　回　場　所 時　間
  6日㈭ 上 中 分 館 前 14:30～15:00

長 生 公 民 館 前 15:30～16:00
12日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 14:50～15:20
13日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30
　 見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00

14日㈮ 椿 公 民 館 前 14:00～14:30
　 椿 泊 漁 協 前 15:00～15:30

20日㈭ 山 口 分 館 前 14:00～14:30
大 潟 分 館 前 15:00～15:30
津 乃 峰 保 育 所 前 15:45～16:15

巡回日 巡　回　場　所 時　間
21日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

阿 南 荘 前 13:30～14:00
琴 江 荘 前 14:00～14:30
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

27日㈭ 橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

移動図書館車「ひまわり号」２月の巡回日程

問い合わせは　那賀川図書館（☎42－3111）へ

※雨天の場合は日程を変更することがあります。

阿南市立図書館だより

那賀川図書館　☎ 42－3111ＦＡＸ 42－3299
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11:00～
◎学生ボランティアによるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10:00～〔約10分間〕
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　※２月はお休みです。

羽ノ浦図書館　☎ 44－2100ＦＡＸ 44－2099
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～14:30

阿 南 図 書 館　☎ 23－2020ＦＡＸ 23－6814
☆おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10:30～11:30
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10:30～11:00

阿南市おはなしボランティアネットワークは、阿南市立３図
書館のおはなしボランティアグループが、市内の絵本読み聞
かせグループに呼びかけて、2010年に発足しました。子ど
もたちに読書の楽しさを伝えられるよう、年５回の勉強会や
諸活動を続けています。

初心者さんも経験者さんも一緒に

「読み聞かせ講座」

２月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

阿 南 図 書 館
9:00〜18:00

土日は17:00まで
☆ 休 ★ ☆ 休 休 ★ ☆ 休 ★ 休 休 ★ 休

那賀川図書館
10:00〜18:00 ◎ ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 ◎ 休 休 休 ◎

羽ノ浦図書館
10:00〜18:00 ☆ 蔵書点検による

特別休館日 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 休 ☆

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏

日時　２月８日㈯　13:30～15:30
場所　那賀川図書館　視聴覚室
対象　読み聞かせに関心のある方
講師　阿南市おはなしボランティアネットワーク

英語で楽しくおはなしひろば

参加費無料
申込不要

定員　30人

入場無料
申込不要日時　３月１日㈰　10:30～11:30

場所　阿南図書館　視聴覚室
内容　外国語指導助手

のギャリー先生
による英語絵本
の読み聞かせや
手遊びなど

Let's  enjoy   English!
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健康いきいき情報

保健センターからのお知らせ

問 保健センター（☎22－1590）へ

高齢者の肺炎球菌予防接種
の接種期限が近づいています

令和２年度狂犬病予防注射
料金が改定されます

令和２年度

ボランティア
「サポートママ」募集

●国が定期接種対象者の拡大を図ることを
決定したため、引き続き70歳以上でも対
象となる方に接種機会が設けられました。
●今年度対象の方（平成31年４月に予診
票を送付済）は、３月31日までが助成制
度を受けられる期限です。予診票と接種
費用（4,000円）をお持ちの上、必ず予
約をしてから医療機関で受けてください。

麻しん風しん混合予防接種は
済んでいますか

インフルエンザが流行する季節です。早め
に接種しましょう。次の年齢の方は無料で
接種することができます。

【第１期】
１歳の誕生日～２歳の誕生日前日まで

【第２期】
平成25年４月２日～平成26年４月１日生
の方は、令和２年３月31日まで

消費税増税に伴い、狂犬病予防注射料金が
令和２年４月から改定されます。飼い主の
方には、ご負担をおかけすることになりま
すが、ご理解をお願いします。
狂犬病予防注射料金　

改定前料金 改定後料金
3,000円 3,300円

※上記料金は、狂犬病予防注射済票交付手
数料550円を含みます。また市が実施す
る集合注射会場で接種した場合の料金で
す。動物病院で接種する場合は、初診料
などがかかる場合もありますので、事前
に受けられる動物病院へお問い合わせく
ださい。

※市外で予防注射を受けた場合は、畜犬登
録をしている市町村で済票交付の手続き
が必要です。

子宮頸がん・乳がん検診の無料
クーポン券の有効期限は２月末
まで（昨年度受けた方も可）

対象者の方には昨年の６月末頃に無料クー
ポン券を郵送しています。受診の際にご持
参ください。
子宮頸がん検診無料クーポン対象者
平成10年４月２日～平成11年４月１日生
乳がん検診無料クーポン対象者
昭和53年４月２日～昭和54年４月１日生
※クーポン券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

健康づくりセンターで実施している子ども
の健診等で、お母さん方や職員をサポート
してくださる方を募集します。育児が一段
落した方やお仕事を退職されて時間に余裕
のある方など、ご協力いただける方をお待
ちしています。
募集期間　２月３日㈪～28日㈮

阿波踊り体操教室

日時　２月12日㈬　10:00～11:00
場所　健康づくりセンター２階
講師　阿南阿波踊り体操愛好会
対象　運動制限のない方（年齢制限なし）
持参物　飲み物、タオル、滑らない靴下
※教室開始前に血圧測定、体組成測定を
　実施します。
※体組成測定ははだしで行います。

風しん第５期定期予防接種事業

令和４年３月31日までの３年間に限り、
全国で風しんの抗体検査・予防接種を公費
で受けられます。
対象者　阿南市に住所を有する方で、昭和

37年４月２日～昭和54年４月１
日までの間に生まれた男性

●今年度は昭和47年４月２日～昭和54年
４月１日までの間に生まれた男性にクー
ポン券を送付しています。
●昭和37年４月２日から昭和47年４月１
日までの間に生まれた男性は来年度以降
クーポン券を送付予定です。今年度抗体
検査、予防接種を希望する方は保健セン
ターまでお問い合わせください。
●市外または県外から転入された方で、今
年度抗体検査・予防接種を受けていない
方は、保健センターまでお問い合わせく
ださい。クーポン券を発行します。
※くわしくは、厚生労働省のホームページ
「風しんの追加的対策」をご覧ください。

医療機関での婦人がん検診
（３月末まで）

次の検診が診療時間内において３月末まで
無料で受診することができます。
■子宮頸がん検診 （２年に１回）
場所　※要予約
阿南医療センター（☎28－7777）
木下産婦人科内科医院（☎23－3600）
森本内科胃腸科（☎23－1002）
対象　20歳以上の女性の方
■HPV検査無料受診券の有効期限は３月
末まで（昨年度、子宮頸がん検診を受けた
方も可）
HPV（子宮頸がんの原因となるウィルス）
検査は子宮頸がん検診と同時に行います。
以下の対象者の方には昨年の６月末頃に無
料受診券を郵送しています。今年度子宮頸
がん検診をまだ受けていない方は受診の際
にご持参ください。
対象者生年月日
昭和63年４月２日～平成元年４月１日生
昭和58年４月２日～昭和59年４月１日生
昭和53年４月２日～昭和54年４月１日生
※無料受診券を紛失した方は、再発行でき
ますのでお問い合わせください。

■乳がん検診（２年に１回）※要予約
場所　阿南医療センター（☎28－7777）
　　　岩城クリニック（☎23－5858）
対象　40歳以上の女性の方

〈乳がん検診、子宮頸がん検診共通事項〉
★市外指定医療機関で子宮頸がん、乳がん
検診を受診できます。
★市外指定医療機関名は、保健センターへ
お問い合わせください。市外指定医療機
関へ受診する前に、保健センターへがん
検診の受診券を持参し、問診票を取りに
来てください。

持参物　問診票、がん検診等受診券（６月
末に郵送済み）、健康保険等被保
険者証

集団の婦人がん検診

日程　２月14日㈮
受付時間　9:00～10:00、13:00～14:30
場所　健康づくりセンター
内容　乳がん検診、骨粗しょう症検診
要予約　乳がん検診のみ、保健センター（☎

22－1590）へご予約ください。
※順次予約が入っていますので、予約状況
は保健センターへお問い合わせください。

集団の胃・肺がん検診

検診日程　２月21日㈮
受付時間 場　所 検診内容

8:00～
11:00

健康づくり
センター

胃（バリウム
検査）・肺・大
腸がん検診

13:00～
14:00

津乃峰総合セ
ンター

（津乃峰分館） 肺・大腸がん
検診

15:00～
16:00 新野公民館

要予約　検診日２週間前までに総合健診セ
ンター（☎088－678－3557）
へご予約ください。

※受付は予約者が優先されます。
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２月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

  3日㈪　ベビーマッサージ教室※要申込
（先着10組、０歳のお子さま限定）

12日㈬　おはなしのポケット、身体計測
14日㈮　園庭開放
18日㈫　助産師による育児相談
25日㈫　お誕生会
※行事は10:30～です。その日は園庭開放
（11:00～11:45）もしています。
★３月17日㈫に巣立ちの会を予定してい
ます。(要申込、参加費100円)

にこにこひろば� ☎42−0720

今津こどもセンター� 平日  8:30〜12:00
� 14:00〜15:30

  4日㈫　ゆきだるま製作をしよう！
13日㈭　おはなしたんぽぽさんによる読み

聞かせ
18日㈫　体を使って遊ぼう！
20日㈭　子育て講座
25日㈫　お誕生会

ふれあいひろば� ☎28−1725

橘こどもセンター　� 平日  9:00〜14:00

  4日㈫　絵本のひろば
18日㈫　作って遊ぼう（おひなさま）
25日㈫　お誕生会
※行事は10:00～です。
※毎週火、木曜日に園庭開放をしています。
　（9:00～9:50、11:00～11:45)

ひだまりひろば� ☎36−2241

新野こどもセンター　�平日  9:00〜14:00

  4日㈫　助産師による子育て講座
（10:30～）

18日㈫　おはなしのポケット（10:30～）
25日㈫　お誕生会（10:00～）
※毎日、砂場を開放しています。

なかよしひろば� ☎21−2002

平島こどもセンター� 平日  9:00〜14:00

  7日㈮　じんちゃんのおはなし会
14日㈮　身体計測および発育相談

（10:00～11:00）
※母子手帳をご持参ください。

18日㈫　おひなさまを作ろう
25日㈫　オカリナグループたんぽぽさんに

よる演奏会（10:30～）
28日㈮　お誕生会
※毎週木曜日に園庭開放をしています。
（10:45～11:30）

みんなのひろば� ☎44−5059

岩脇こどもセンター
平日 9:00〜14:00（お弁当タイム11:45〜）

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
日程　9:30〜11:30
　　　12日㈬　桑野公民館
　　　19日㈬　加茂谷公民館
　　　26日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
４日㈫、７日㈮、18日㈫、21日㈮、
25日㈫

問 こども課（☎22－1593）へ

つどいの広場・すくすくin阿南

●おはなしひろば
ゆったりと家庭的な雰囲気の中お過ごしい
ただけます。ぜひ、親子で気軽にお越しく
ださい。
日時　２月15日㈯　14:00～15:00
場所　岩城クリニック３階　保育室
内容　絵本の読み聞かせのほか、手作りお

やつの提供もあります。
問 岩城クリニック病児病後児保育専用
坂東（☎080－1998－7476）へ

病児病後児保育だより

主に18歳未満の児童を対象に心身の発達
に関すること、家庭での教育問題、学校生
活での心配事、児童虐待に関することなど
の相談専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9:00～16:00　
問 こども相談室（☎22－1677）へ

家庭児童相談、児童虐待相談

  7日㈮　高齢者とのふれあい会♥
10日㈪　発育計測
13日㈭　出張子育てセミナー（講演会）

講師　阿南医療センター嘱託医
（小児科）上田　隆さん

14日㈮　親子バレンタインパン作り♥
17日㈪　陽子先生と英語であそぼう

発育計測
19日㈬　お誕生会
21日㈮　おひなさま製作
27日㈭　歯のおはなし
28日㈮　おはなしコロリン
※行事によっては有料・申込制となります
ので、くわしくはお問い合わせください。
問 那賀川子育て家庭支援センター
　 （☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば　
平日9:00～16:00（♥＝要予約）

阿南ファミリー・サポート・センター
●あなんっこあつまれ！
　たまごのおひなさま
たまごの殻を使ってオリジナルのかわいい
おひなさまを作りましょう！作ったおひな
さまはお持ち帰りいただけます☆所要時間
は30分程度です。作った後はお茶会を開
きます♪
日時　２月13日㈭　10:00～12:00
場所　ひまわり会館１階
※申込不要、参加費無料
問 阿南ファミリー・サポート・センター
　 （☎24－5550）へ

て ひ ろば育子

初めて赤ちゃんを育てているお母さん集ま
れ～♪
日時　２月27日㈭、３月５日㈭、12日㈭、

19日㈭　各回13:30～15:30
（４回連続講座）

場所　ひまわり会館　すこやかルーム
対象　令和元年８月26日～12月27日生まれ
※講座初回時に生後２～５カ月のお子さん
（第1子）とお母さん

定員　15組（先着順）
※５組未満の場合は中止となります。
参加費　無料　※要申込
問 こども課
　 （☎22－1593・FAX23－4200）へ

親子の絆づくりプログラム　
“赤ちゃんがきた！”（BPプログラム）

「いい親になりたい」
そんな思いを持ちつつも、「なかなかな
れない」「そもそもいい親って、どんな
親？」と悩んでいる人も多いのではない
かと思います。親と教師では少し違うか
もしれませんが、ウィリアム・ウォード
というアメリカの教育学者の「いい教師」
に関する言葉を紹介します。
○平凡な教師は「言って聞かせる」
教えるべきことを教えるのは基本です。
○いい教師は「説明する」
わかりやすいとよく伝わります。
○優秀な教師は「やってみせる」
手本を示せば、まねしてくれます。
○偉大な教師は「子供の心に火をつける」
子ども自らが「やろう」「やりたい」と
思う気持ちに勝るものはありません。そ
の気持ちを持てれば、子どもは親や教師
があれこれ言わずとも、自然と勉強した
り、練習したりと努力していきます。
では、どうやったら火をつけることがで
きるのでしょう？多分、答えはたくさん
あって、一人ひとり違うのだと思います。
まずは、子どものありのままの姿や思い
を、よく見て、よく聴いて、しっかりと
受け止めてあげてください。きっと、子
どもの中に答えがあるはずです。

学校教育課

子 育 て 一 言 メ モ
－いい親って？－
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

阿南税務署から
確定申告に関するお知らせ
阿南税務署における所得税および復興特別
所得税、個人事業者の消費税（地方消費税
を含む）、贈与税の確定申告会場は下記の
とおり変更となります。
申告場所　阿南税務署３階　大会議室
　　　　　（富岡町滝の下４番地４）
※昨年と会場が違いますので、ご注意くだ
さい。

申告期間　２月17日㈪～３月16日㈪
※土、日、祝日等を除く。
受付時間　8:30～16:00
（混雑状況により受付を早めに終了させて
いただく場合があります。）
なお、駐車場が大変混雑しますので、公共
交通機関をご利用ください。

確定申告会場は、例年以上の混雑が予想さ
れます。自宅等からスマートフォンやパソ
コンを使い国税庁ホームページ「確定申告
書作成コーナー」で申告書を作成し、提出
（送信）することもできますので、ぜひご
利用ください。画面上の案内に従って入力
すると、所得金額や税額等が自動計算され、
24時間いつでも計算誤りのない所得税の
申告書等を作成することができます。
昨年設けられた「スマホ専用画面」につい
ては、令和２年１月から利用可能な方の範
囲が拡大される予定です。
なお、作成した申告書データは、そのまま
当コーナーからe-Tax送信または印刷して
郵送等で提出することができます。
e-Tax をご利用になる場合には、事前準備
が必要です。くわしくは、国税庁ホームペ
ージをご確認ください。

令和元年10月１日から消費税の軽減税率
制度が実施されました。これに伴い、仕入
れや経費に軽減税率（８％）対象品目があ
る場合、消費税確定申告書を作成するため
には、仕入れや経費を税率ごとに区分して
帳簿に記載する「区分経理」を行う必要が
あります。
また、消費税の申告で仕入税額控除の適用
を受けるためには、原則として「区分経理」
をした帳簿の保存が必要です。

問 阿南税務署（☎22－0414）へ
※自動音声によりご案内しております。

那賀川ジュニアソフトテニス
メンバー大募集
幼児から小学６年生まで、みんなで楽しく
練習しています。興味のある方は ぜひお
気軽に体験にお越しください。一緒にテニ
スを楽しみましょう！！
日程　月、金曜日　19:00～21:00
場所　今津小学校体育館
持参物  動きやすい服装、体育館シューズ、

飲みもの、タオル   
※貸ラケットあります。
問 那賀川ジュニア  松本コーチ
　 （☎088－442－1381）へ

健康とくしま“ウォーキング・ラリー”
～ノルディック・椿泊・ウォーク～

日時　２月29日㈯　9:15～12:30
集合場所　椿泊漁業協同組合
※場所がわからない場合は道の駅公方の郷
に8:15集合

参加費　500円　
※ポールの貸出は1組300円
問 とくしまノルディック・ウォーク協会
（☎090－3782－4325・FAX088－642
－5003）へ

阿南市シルバー人材センター
事務所移転のお知らせ
移転先　〒774-0030　

富岡町トノ町１番地７　
（市役所旧第２仮庁舎２階）
※阿南警察署の東隣り

業務開始日　２月25日㈫から
電話番号・FAX番号　変更ありません。
問 （公社）阿南市シルバー人材センター
　 （☎23－2630・FAX23－2181）へ

お酒で悩んでいませんか
巻き込まれていませんか
お酒は一人ではやめられません。やめるに
はお酒に関する理解と仲間が必要です。一
度、相談・例会の見学に来てみませんか。
阿南市内の例会・相談会（18:30～20:30）
日程
２月12日㈬　羽ノ浦地域交流センター
２月14日㈮　ひまわり会館
２月28日㈮　ひまわり会館
今月のテーマ　体験談を語ろう
問 NPO法人徳島県断酒会事務局
　 （☎088－641－0737）へ

第18回チャリティーパーティー
「ダンスの集い」

日時　２月16日㈰　12:30～15:30
場所　文化会館　視聴覚室
会費　1,000円
主催　国際ソロプチミスト阿南
共催　マドンナダンスクラブ
協力　JDCプロラテンＡ級・プロボールルー

ムＡ級、新野祥司さん
※男女学生パートナー同行
問 吉田（☎27－0154）へ

親子で楽しむ♪ミュージック・ケア 

傾聴ボランティア養成研修会

親子で体を動かして、気軽に音楽の楽しさ
を実感してみよう♪参加者のお友だちとや
りとりしたり、楽器を使ったりして一体感
や達成感を感じることができますよ。ごきょ
うだいの小学生低学年さんも参加可能です。
日時　３月８日㈰　①11:00～　②14:00～
場所　J パワー＆よんでんWaンダーランド

Waンダーホール
対象　幼児とその保護者
定員　各回25人（先着順）
申込方法　電話でお申し込みください。　
問 J パワー＆よんでんWaンダーランド
 　（☎34－3251）へ

話される方の気持ちに寄り添う「傾聴力」
を身に付けませんか。この研修会では、相
手に安心感を与え信頼関係を築く「聴き方」
について学びます。終了後は、傾聴ボラン
ティアとして地域で活動してみませんか。
日程
①３月７日㈯　13:30～16:30
　「傾聴の基本知識・基本技術①」
②３月14日㈯　13:30～16:30
　「傾聴の基本技術②」
講師　徳島県労働者福祉協議会
　　　北野美加さん
場所　ひまわり会館２階　研修室うめ
対象　市内在住で全日受講できる方。終了

後、傾聴ボランティアとして活動し
たい方。

※全日出席した方には、終了証を交付します。
定員　25人程度　
受講料　無料
申込締切日　２月26日㈬
申込方法　電話またはメールで①名前②住

所③電話番号をお知らせくださ
い。

問 阿南市社会福祉協議会（☎23－7288）へ
e-mail:kashiwagi@ananshi-shakyo.jp

将棋教室会員募集

阿南こども将棋教室
日程　毎週土曜日　10:00～12:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　４歳から高校生まで（子どもと一緒

に習ってみたい大人の方もお気軽に
お問い合わせください。）

日本将棋連盟那賀川支部会員 
日程　毎週土曜日　9:30～17:00
場所　ひまわり会館３階　和室
対象　青少年から高齢者の方まで性別、年

齢を問いません。
※日程、申込方法等くわしくは、お問い合
わせください。

問 日本将棋連盟普及指導員　
　 （☎090－6888－5686）へ

阿
南
駅
方
面
↓（１階　運転免許センター）

★２階

Ｎ



25　広報あ な ん 2020.02

見能林寄席

阿南高専落語研究部は日々チャレンジと進
化を続け、本年度も寄席を開催する運びと
なりました。この機会に楽しい落語のひと
時を過ごしませんか。
日時　３月１日㈰　13:30開演
　　　（開場13:00）
場所　見能林公民館
※駐車場の台数には限りがありますので、
なるべく乗り合わせや公共交通機関をご
利用ください。
問 阿南高専落語研究部　顧問　奥本
　 （☎23－7100）へ

市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。４月号の締め切りは２月28日㈮です。
メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会
日時　２月８日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、エンディングノート

とはなにか、相続の手続き、成年後
見制度などに関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
（☎088－679－4440）へ　
※土、日曜日は（☎26－1157）へ

教養講座「草木染め教室　作
品展」を開催します
草木染めで染めたスカーフ、小物など1年
間のさまざまな作品を展示します。
日時　３月１日㈰　10:00～15:00
場所　勤労女性センター２階　図書室、
　　　料理講習室
※草木染めの体験もできます。（今年は茜）
材料により、オレンジ系からピンクに染
まります。（材料費は1,000円から）
※来場者プレゼントもあります。
申込方法　下記までご連絡ください。
問 勤労女性センター（☎44－5611）へ

サンアリーナ温水プール
子ども講座受講者募集
４月からの子ども講座の一部クラスについ
て欠員補充分とキャンセル待ちの受付を行
います。
対象　５歳（４月から年長）～小学生
日時　３月８日㈰　13:45～受付、
　　　　　　　　　14:00～抽選
※受付の手続きがありますので早めにお越
しください。

場所　スポーツ総合センターサブアリーナ
募集クラス　木曜日１　15:40～16:30

木曜日２　17:00～17:50
金曜日　　17:00～17:50

※幼児の入会は木曜日１のクラスのみ
※抽選に漏れた方はキャンセル待ち（各ク
ラス20人）にお申し込みいただけます。
問 サンアリーナ温水プール（☎22－8733）へ

阿南市国際交流協会の
【ロゴマーク】を募集します

旬の野菜を楽しくおいしく
一緒に調理をしませんか！
野菜ソムリエプロの近藤が、旬の野菜を使
って簡単に何度でもためしたくなるレシピ
を紹介します！
日程　毎月第１金曜日　9:30～12:30
※公民館の行事等で日程が変更になること
もあります。 

場所　富岡公民館１階　調理室
定員　15人程度
参加費・材料費　お問い合わせください。
申込締切日　開催日３日前まで
問 野菜ソムリエ　原田
 　（☎090－3989－2317）へ

阿南13仏を巡ろう
（東方面６カ寺）

開催日　２月15日㈯　※少雨決行
日程　9:30夢ホールに集合～阿南13仏東

方面６カ寺を巡る（北の脇海岸で昼
食）～16:00頃正福寺で解散（約
15㎞）

参加費　300円
持参物　弁当、飲み物、雨具、健康保険証

など
注意点　寒い時期ですので体調を整えて、

脱ぎ着の可能な服装、履き慣れた
靴でご参加ください。傷害保険に
は加入していますが、保険適用外
の事故等の責任は負いません。

問 阿南歩こう会事務局　新川
　 （☎22－3188）へ

自動車事故の被害に遭われた
方へ
●介護料の支給
自動車事故が原因で、脳、脊髄または胸腹
部臓器を損傷し重度の後遺障害が残り、日
常生活動作において常時または随時の介護
が必要な方に介護料を支給しています。
・月額　35,400円～209,430円
●無利子の生活資金貸付
自動車事故が原因で、保護者が亡くなられ
たり、重度の後遺障害を残すこととなった
ご家庭（生活困窮家庭）の中学校卒業まで
のお子さまに、生活資金の無利子貸付を行
っています。
・一時金（初回のみ）　155,000円
・月額（選択制）　10,000円または

20,000円
・入学支度金（小中学校入学時）

44,000 円
●療護施設の設置・運営
自動車事故により脳に損傷をおった重度後
遺障害者（遷延性意識障害者）のための専
門病院（療護施設）を設置、運営していま
す。中四国地区では岡山市に「岡山療護セ
ンター」があります。
問 独立行政法人自動車事故対策機構
　 徳島支所（☎088－631－7799）へ

四国の右下観光局
おもてなしセミナー参加者募集
日時　２月14日㈮　13:00～16:30
場所　文化会館（夢ホール）１階　視聴覚室
講師　㈱メディアドゥホールディングス
　　　代表取締役社長　藤田恭嗣さん
　　　ペンションししくい代表取締役社長
　　　西口哲浩さんほか
定員　100人（先着順）
参加費　無料
申込締切日　２月７日㈮
問 （一社）四国の右下観光局
（☎0884－70－5880）へ
e-mail:migishita@shikokunomigishita.jp

市内在住外国人のより良い生活をサポート
する活動をしている阿南市国際交流協会
（Anan-city International Association:
略してAIA）は、来年度設立30周年を迎え
るにあたり、ロゴマークを作ります。市民の
皆さまから応募をいただき、採用されたマ
ークをAIAの印刷物やポスターに使用しよ
うと思っています。採用されたロゴマークの
制作者には、来年５月のAIA総会において
賞を贈ります。
提出物　Ａ４用紙にロゴマーク、その説明

文（50字以内）、住所、氏名、年齢、
連絡先を書いて郵送、またはメー
ルに添付してください。

※くわしくは、事務局まで電話またはメール
でお問い合わせください。

募集締切日　２月28日㈮
※４月中に結果を通知します。
問 〒774-0005　向原町天羽畭103番地１ 
西野建設㈱内
阿南市国際交流協会　事務局　木岡
（☎080－2973－1460）へ
e-mail:
ananinternationalexchange@gmail.com

保育士による
ベビーマッサージ
教室
便秘や夜泣きに効果的です!寒い日の赤ちゃ
んとのお出かけに、ママの気分転換にも♪
日時　２月５日㈬　10:30～11:30
場所　ラヴォワール（向原町天羽畭115番

地１）
内容　お腹すっきり夜ぐっすりべビマ
対象　生後２カ月～１歳頃までの赤ちゃん

とママ
参加費　１回1,500円　※要予約
※おくるみタッチケア、ベビースキンケア
教室も開催中♪日時など、くわしくはお
問い合わせください。

問 ベビーマッサージ＆スキンケア教室
PLUS BABY　玉置
（☎090－2895－0224）へ
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市民の情報ひろば市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

あなんテレワーク推進センター
イベント情報！

阿南市B&G海洋センター
から３月イベントのお知らせ

令和２年度けんなん
ニューファーマー育成講座

女性の活躍推進に向けて「あなんテレワー
ク推進センター」では毎月楽しいイベント
を開催しています。ぜひご参加ください。

会計ソフトで確定申告書を作ろう
日時　２月５日㈬　10:30〜12:00
持参物　パソコン（２台まで貸し出し可能、

要予約）、筆記用具、経費に該当
する領収書ほか

定員　10人
※今回の講座は白色申告のみとなります。
テレワーカーのためのコンテンツ制作の基
礎講座
テレワークからＳＮＳまで幅広く活用でき
る、読み手を意識した文章の書き方・まと
め方を学ぶ講座です。
日時　２月14日㈮　10:30〜12:30
持参物　筆記用具　定員　10人
※外部講師を招くイベントです。
ペライチで誰でも簡単！ホームページ制作
「ペライチ」とは無料でホームページ作成
ができるサービスです。
日時　２月26日㈬　10:30〜12:30
持参物　パソコン（2台まで貸し出し可能、

要予約）、筆記用具
定員　10人
※外部講師を招くイベントです。

〈共通事項〉
対象　市内在住の女性
場所　牛岐城趾公園管理事務所２階

（富岡町トノ町24番地21） 
※お車でお越しの際は市役所の駐車場をご
利用いただきますようお願いします。

参加費　無料
申込方法　電話、ファクス、メールで、氏

名、年齢、電話番号、希望日、
お子さま連れの場合はお子さま
の年齢をご記入の上、お申し込
みください。

問 あなんテレワーク推進センター（テレワ
ークひろば）（☎・FAX24－8009）へ

e-mail:anan@child-rin-tokushima.com
※月、水、金曜日（祝日除く）10:00～15:00

海辺のまなびや（プランクトン観察会）
日時　３月７日㈯　13:00～15:30
対象　小中学生とその保護者 
参加費　300円　定員　10組
講師　牟岐少年自然の家　海洋環境学習ア

ドバイザー　中島茂範さん

親子ドローン体験教室
日時　３月14日㈯　13:00～15:00
対象　小中学生とその保護者 
参加費　無料　定員　10組
講師　Boon Drone 坂本義則さん、日亜

化学工業ドローン部 松原裕生さん

うみてらす科学工作教室！「今何時？日時
計で調べよう！」
日時　３月15日㈰　13:30～14:30
場所　うみてらす北の脇２階　研修室
参加費　300円（材料費）　定員　10組 
講師　科学センター指導員
　　　荒井眞一郎さん

うみてらすコーヒー講座
日時　３月20日㈷　14:00～16:00
参加費　500円（菓子付き）　定員　15人
講師　TOKUSHIMA COFFEE WORKS 

汐風ヨガで心身ともにリフレッシュ！
日時　３月28日㈯　10:00～11:00
参加費　500円　定員　15人
講師　岡田企画株式会社

〈共通事項〉
場所　うみてらす北の脇２階　研修室
申込方法　電話での申し込み（先着順）

問 スポーツ振興課（☎22－3394）へ

文化講演会「最新の地球科学」
北京で蝶が羽ばたけば
ニューヨークに大雪が降る

地球の変動メカニズムの理解が「地球シス
テム論」です。今回は最新地球観の諸例を
紹介し、くわえて地球の周期・事変や環境
変動の要因・因果関係など最近解明された
事例を紹介します。
日時　２月８日㈯　14:30～15:30
場所　文化会館　視聴覚室
講師　阿南市文化協会会長　
　　　小笠原憲四郎さん
※入場無料

問 阿南市文化協会
　 （☎070－3794－2453）へ

新規就農希望者、新規就農者を対象とした
営農基本研修を実施します。
対象　概ね49歳未満の方で、阿南市また

は那賀町で就農を考えている方や就
農５年以内の方で営農に必要な基礎
的知識・技術を習得したいと考えて
いる方

期間　令和２年５月～令和３年１月まで
場所　徳島県南部総合県民局阿南庁舎会議

室および現地など
内容　基礎コース（月２回。13:00～16:30）
申込書の設置場所
阿南市農林水産課（☎22－1598）、
那賀町農業振興課（☎0884－62－3776）、
ＪＡアグリあなん（☎26－1812）
申込締切日　３月11日㈬
申込方法　下記まで申込書を提出してくだ

さい。
問 阿南農業支援センター（南部総合県民
局内☎24－4189）へ

阿南第九の会　第11回演奏会

日時　２月11日㈷　
　　　14:00開演（13:30開場）
場所　夢ホール
内容　 ▼第１部　｢エーデルワイス｣ ほか

　 　 　 ▼第２部　ソリストによる独唱曲

▼第３部　ベートーヴェン作曲交響
曲第九番より第４楽章

入場料　1,000円（高校生以下無料）
※前売りチケットは夢ホール、フジグラン、
アピカで販売しています。

問 阿南第九の会事務局
　 （☎090－3611－3106）へ

野球チーム募集！

阿南市で軟式野球を楽しみませんか！登録
チームを募集します。

阿南市軟式野球連盟
試合　一般３大会、壮年３大会、実年２大

会、トーナメント方式で実施（日曜
日の日中）

加盟資格　阿南市に居住または勤務する者
で、一般・壮年および実年クラ
スによりチームを編成する。

①一般クラス　年齢に制限なし。ただし、
学生・生徒は除きます。

②壮年クラス　昭和56年４月１日生まれ
までに限る。

③実年クラス　昭和46年４月１日生まれ
までに限る。

登録料　１チーム30,000円

阿南市あかつき野球連盟
試合　一般クラス、壮年クラスともリーグ

戦で実施（日曜日の6:30～8:30）
加盟資格　阿南市に居住または勤務する者

で、一般・壮年クラスによりチ
ームを編成する。

①一般クラス　年齢に制限なし。ただし学
生・生徒は除きます。

②壮年クラス　昭和56年４月１日生まれ
までに限る。

※２人まで38歳になる年度から出場可能
登録料　一般１チーム25,000円、
　　　　壮年１チーム30,000円

〈共通事項〉
注意事項　登録チームは監督・主将を含め

30人以内とする。背番号は０
から99番までとし、監督は30
番、主将は10番とする。各ク
ラス内で二重登録はできない。

登録締切日　２月29日㈯

問 阿南市軟式野球連盟事務局、阿南市あ
かつき野球連盟事務局（野球のまち推
進課内☎22－1297）へ
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編集後記　令和時代初となった成人式。新成人の弾けるような笑顔がま
ぶしかった。夢に向かってはばたく新成人に幸あれ。（谷内）
本年も広報あなんをよろしくお願い申し上げます。毎週何らかのイベン
トを開催している本市。広い市内隅々まで盛り上がりを広報するべく精
進してまいります。（福岡）

日 開催日　時 時間　所 場所　予 予約受付　問 問い合わせ先

２月の相談

弁護士による法律相談（要予約）�６日㈭、20日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談� 25日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談（要予約）	 28日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 徳島県司法書士会　☎088−657−7191（相談予

約電話）※１人30分まで。

空き家・空土地有効活用相談会	 今月はありません。
問 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎23−7408

または住宅・建築課　☎22－3431

消費生活相談（来所時は要電話）	 平日開館
時 9:30～16:30　所 社会福祉会館３階（阿南駅南隣）
問 消費生活センター　☎24−3251

人権相談	  19日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 家庭教育支援チーム「育みクラブ」　☎42−3885

心配ごと相談� ３日㈪、10日㈪、17日㈪
時 10:00～15:00　所 ひまわり会館１階
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性のための生き方なんでも相談	（要予約）
日 ４・18・25日　時 13:00～17:00
日 14・28日　時 13:00～16:00
所  ひまわり会館１階　予 随時
問 男女共同参画室相談予約電話　☎22－0361

年金相談（要予約）�今月の相談日はありません。
時 9:30～15:30　所 市商工業振興センター
予 １カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088−652−1511
※３月の相談日は５日㈭です。

中小企業の経営相談会（要予約）	 20日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所２階　207会議室
予 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
問 徳島県よろず支援拠点	 ☎088−676−4625

または商工観光労政課	 ☎22−3290

日 医療機関名 所在地 問い合わせは
2日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
9日 宮 本 病 院 羽ノ浦町 ☎44−4343

11日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
16日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
23日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200
24日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎28−6200

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してくだ
さい。当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番　18：00〜22：00（日曜・祝日は17：00〜）
当番医療機関の問い合わせは　阿南市消防本部　☎22−1120
音声案内　☎22−9999まで
または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。
●小児救急医療体制　受入日や時間帯は徳島県ホームページ
「医療とくしま」にてご確認ください。

２月の休日・夜間診療
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。
●休日昼間　9：00〜17：00

２月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄・抄本、身分証明書、
所得証明書、所得課税証明書、市・県民税公課証明書、
軽自動車税納税証明書の交付（※時間延長時は、住民異動・印鑑

登録・申告等は行っていません。）� 市民生活課（☎22−1116）へ

５日㈬、19日㈬　17:15〜18:15

防災行政無線の自動電話応答サービス ☎28−9000
防災行政無線からの放送内容を電話で確認することができます。

スポーツ施設２月の休館日
スポーツ総合センター（温水プール） 3・10・17・25 日
那賀川スポーツセンター 5・12・19・26 日
羽ノ浦総合国民体育館 3・10・17・25 日
羽ノ浦健康スポーツランド 3・10・17・25 日
県南部健康運動公園 4・12・18・25 日

特設人権相談	 12日㈬
時 13:30～16:00　所 新野公民館、羽ノ浦公民館
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人口と世帯数

人口　	72,644	 人	（−76）
（男）	35,214	 人	（−34）
（女）	37,430	 人	（−42）
世帯数　31,007 世帯（−18）

※令和元年12月末日現在
　 カッコ内は前月対比

公共下水道受益者負担金

納期限

問い合わせは
下水道課（☎22−1796）へ

分割納付の第３期
３月２日㈪

２月の市税

問い合わせは　税務課納税係（☎22−1792）へ

市税の納付および分納等の納税相談を受け付けています。
※課税内容のご相談については、平日開庁時間内に対応しています。

日曜窓口  16日㈰   8:30〜17:00 東玄関よりお越しください。

延長窓口  19日㈬ 17:15〜19:15 正面玄関よりお越しください。

２月の延長・日曜窓口

■固定資産税（１期、全期）、軽自動車税の口座振替をご希望
の方は、３月５日㈭までに金融機関へお申し込みください。
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那
賀
川
町
出
島
海
岸
の
防
潮
堤
に

は
、
平
成
２
年
に
約
７
０
０
０
人
に

よ
っ
て
描
か
れ
た
長
さ
２
・
８
㎞
に

及
ぶ
壁
画
が
あ
る
。
当
時
は
町
内
外

か
ら
見
物
人
が
集
ま
る
観
光
ス
ポ
ッ

ト
だ
っ
た
が
、
長
い
年
月
を
経
て
、

壁
画
は
色
あ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
再
創
造
し
、
人
々
の
集
う
場

所
に
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
行
し
て
い
る
。
実
行
委
員
会
は

那
賀
川
町
商
工
会
青
年
部
を
中
心
と

し
た
地
元
住
人
な
ど
で
組
織
さ
れ
、

事
業
資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
募
っ
た
。

　

ま
ず
、
９
月
29
日
に
防
潮
堤
一
帯

の
清
掃
を
実
施
。
参
加
団
体
は
、
那

賀
川
連
合
協
議
会
な
ど
で
約
１
０
０

人
が
力
を
合
わ
せ
た
。
不
法
投
棄
物

を
除
去
し
、
清
掃
前
は
舗
装
道
路
に

か
か
る
ほ
ど
生
い
茂
っ
て
い
た
草
木

を
、
き
れ
い
に
刈
り
取
っ
て
い
た
。

　

防
潮
堤
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
経

年
劣
化
、
紫
外
線
、
潮
風
な
ど
が
原

因
で
表
面
に
か
な
り
凹
凸
が
生
じ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
10
月
８
日
～
10
日
、

15
日
に
南
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
の
協

力
の
下
、
壁
画
の
下
塗
り
を
実
施
。

高
圧
洗
浄
機
で
汚
れ
や
塗
装
物
を
除

去
し
、
次
に
シ
ー
ラ
ー
で
下
塗
り
、

最
後
に
白
色
の
下
地
処
理
を
行
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
多
く
の
協
力
と
段
階

を
経
て
、
11
月
17
日
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
賛
同
し
た
人
た
ち
約
３
０
０
人

が
描
画
に
着
手
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
初
年
度
の
令
和
元
年
は
、
テ

ー
マ
の
「
春
」
に
沿
っ
て
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
、
約
２
０
０
ｍ
の
壁
画
が

華
や
か
に
彩
ら
れ
た
。
花
畑
な
ど

の
植
物
や
鳥
・
う
さ
ぎ
な
ど
の

動
物
、
か
っ
こ
い
い
写
実
的
な
も

の
か
ら
、
か
わ
い
く
デ
フ
ォ
ル
メ

さ
れ
た
も
の
な
ど
。
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
作
品
ば
か
り
で
、
描
い
た

人
た
ち
、
見
る
人
た
ち
に
と
っ
て

楽
し
い
壁
画
と
な
っ
た
。

　

参
加
し
た
那
賀
川
中
学
校
３
年

の
寺
西　

功
さ
ん
、
松
木
惇
皓
さ

ん
、
相
原
功
悠
さ
ん
は
、「
こ
れ

か
ら
は
様
子
を
見
に
出
島
海
岸
を

訪
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
付
近
に

建
て
ら
れ
て
い
る
休
憩
所
や
道
を

整
備
し
て
海
に
出
や
す
く
な
れ
ば
、

さ
ら
に
人
も
集
ま
る
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
て
い
た
。

　

出
島
壁
画
再
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
行
委
員
会
副
委
員
長
の
春
野

祐
治
さ
ん
（
33
歳
）
は
、「
今
日

は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
防
潮
堤

付
近
を
走
り
ま
わ
る
な
ど
、
わ
い

わ
い
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
完
結
す
る
ま
で
に
何
年

か
か
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ

の
取
組
を
続
け
て
い
き
た
い
。
来

年
、
再
来
年
も
予
定
し
て
い
る
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。
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春らしさ満開の一枚絵 防潮堤に人がいっぱい 手のひらでサクラの花びらを表現 細部まで丁寧に着色

那賀川中学校の生徒と描いた壁画

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見！

阿南ぶらりまち紀行 第159回

出島壁画再創造プロジェクト


